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1 

１
．
は
じ
め
に
 

平
成

2
7
年

9
月
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
鬼
怒
川
の
下
流
部
は
堤
防
が
決
壊
す
る

な
ど

、
氾

濫
流

に
よ

る
家

屋
の

倒
壊

・
流

失
や

広
範

囲
か

つ
長

期
間

の
浸

水
が

発
生

し
た

。
ま

た
、

こ
れ

ら
に

避
難

の
遅

れ
も

加
わ

り
、

近
年

の
水

害
で

は
類

を
見

な
い

ほ
ど

の
多

数
の

孤
立

者
が

発
生

し
た

。
こ

の
よ

う
な

こ
と

か
ら

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
社

会
資

本
整

備
審

議
会

会
長

に
対

し
て

「
大

規
模

氾
濫

に
対

す
る

減
災

の
た

め
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
つ

い
て

」
が

諮
問

さ
れ
、
平
成

2
7
年

1
2
月

1
0
日
に
「
大
規
模
氾
濫
に
対
す
る
減
災
の
た
め
の
治
水
対
策
の
あ

り
方

に
つ

い
て

～
社

会
意

識
の

変
革

に
よ

る
「

水
防

災
意

識
社

会
」

の
再

構
築

に
向

け
て

～
」

が
答
申
さ
れ
た
。
 

国
土

交
通

省
で

は
、

こ
の

答
申

を
踏

ま
え

、
新

た
に

「
水

防
災

意
識

社
会

 
再

構
築

ビ
ジ

ョ

ン
」

と
し

て
、

全
て

の
直

轄
河

川
と

そ
の

氾
濫

に
よ

り
浸

水
の

お
そ

れ
の

あ
る

市
町

村
（

1
0
9

水
系
、
7
3
0
市
町
村
）
に
お
い
て
、
平
成

3
2
年
度
（
令
和

2
年
度
）
を
目
途
に
水
防
災
意
識
社

会
を

再
構

築
す

る
取

組
を

行
う

こ
と

と
し

、
各

流
域

に
お

い
て

、
河

川
管

理
者

・
都

道
府

県
・

市
町

村
等

か
ら

な
る

協
議

会
等

を
新

た
に

設
置

し
て

減
災

の
た

め
の

目
標

を
共

有
し

、
ハ

ー

ド
・
ソ
フ
ト
対
策
を
一
体
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

常
願

寺
川

、
神

通
川

、
庄

川
、

及
び

小
矢

部
川

で
は

、
こ

の
「

水
防

災
意

識
社

会
 
再

構
築

ビ
ジ

ョ
ン

」
に

基
づ

き
、

地
域

住
民

の
安

全
安

心
を

担
う

富
山

河
川

国
道

事
務

所
管

内
の

沿
川

5
市

1
町

1
村
（
富
山
市
、
高
岡
市
、
射
水
市
、
砺
波
市
、
小
矢
部
市
、
立
山
町
、
舟
橋
村
）
、

富
山

県
、

富
山

地
方

気
象

台
、

北
陸

地
方

整
備

局
富

山
河

川
国

道
事

務
所

で
構

成
さ

れ
る

「
常

願
寺

川
、

神
通

川
、

庄
川

及
び

小
矢

部
川

大
規

模
氾

濫
に

関
す

る
減

災
対

策
協

議
会

」
（

以
下

「
本
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
平
成

2
8
年

4
月

2
1
日
に
設
立
し
た
。
 

そ
の
後
、
平
成

2
8
年

8
月
に
発
生
し
た
台
風
に
よ
る
豪
雨
災
害
に
お
い
て
中
小
河
川
に
お

い
て

も
甚

大
な

被
害

が
発

生
し

た
こ

と
を

踏
ま

え
、

県
管

理
河

川
に

お
い

て
も

減
災

対
策

に
取

り
組
む
こ
と
と
な
り
、
上
市
川
、
白
岩
川
、
下
条
川
を
追
加
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成

29
年

5
月

2
日

に
協

議
会

名
を

「
常

願
寺

川
、

神
通

川
、

庄
川

及
び

小
矢

部
川

等
大

規
模

氾
濫

に
関

す
る

減
災

対
策

協
議

会
」

に
改

め
、

協
議

会
の

構
成

は
沿

川
７

市
２

町
１

村
（

富
山

市
、

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
南

砺
市

、
立

山
町

、
舟

橋
村

、
滑

川
市

、
上

市
町

）
と

な
っ

た
。
 

さ
ら
に
は
、
平
成

2
9
年

6
月
に
水
防
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

2
9
年
法
律
第

3
1
号
）
施
行
に
よ
り
新
た
に
大
規
模
氾
濫
減
災
協
議
会
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本

協
議
会
の
規
約
を
改
正
し
、
水
防
法
に
基
づ
く
組
織
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
 

2 

令
和

元
年

東
日

本
台

風
を

は
じ

め
、

近
年

頻
発

し
て

い
る

激
甚

な
水

害
や

気
候

変
動

に
よ

る

今
後

の
降

雨
量

の
増

大
と

水
害

の
激

甚
化

・
頻

発
化

に
備

え
る

た
め

、
国

土
交

通
省

で
は

令
和

2
年

9
月
に
防
災
・
減
災
が
主
流
と
な
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
「
総
力
戦
で
挑
む
防
災
・
減

災
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

推
進

」
が

打
ち

出
さ

れ
、

そ
の

流
れ

を
踏

ま
え

「
常

願
寺

川
・

神
通

川
・

庄
川
及
び
小
矢
部
川
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
」
が
令
和

2
年

9
月

1
4
日
に
設
立
さ

れ
、

あ
ら

ゆ
る

関
係

者
に

よ
り

流
域

全
体

で
水

害
を

軽
減

さ
せ

る
取

り
組

み
が

推
進

さ
れ

る
こ

と
に
な
り
、
令
和

3
年
度
よ
り
主
に
「
ハ
ー
ド
対
策
」
に
重
点
を
置
い
た
取
組
み
が
本
格
化
し

た
。
 

こ
の

こ
と

か
ら

、
本

協
議

会
で

は
、

避
難

・
水

防
対

策
を

重
点

し
た

「
ソ

フ
ト

対
策

」
の

取

組
項
目
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

平
成

2
9
年
度
～
令
和

2
年
度
（
以
下
「
1
期
」
と
い
う
。
）
の

5
年
間
で
取
り
組
ん
で
き
た

内
容
を
総
括
し
、
次
期

5
か
年
と
な
る
令
和

3
年
度
～
令
和

7
年
度
（
以
下
「
2
期
」
と
い
う
。）

に
お

け
る

新
た

な
取

組
項

目
お

よ
び

取
組

目
標

を
設

定
し

、
引

き
続

き
取

り
組

み
を

推
進

す
る

も
の
で
あ
る
。
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3 

本
協

議
会

で
は

、
常

願
寺

川
の

地
形

的
特

徴
や

被
害

状
況

、
現

状
の

取
組

状
況

の
共

有
を

図

る
と
と
も
に
、
主
な
水
防
災
上
の
課
題
と
し
て
以
下
を
抽
出
し
た
。
 

１
）

常
願

寺
川

は
、

我
が

国
有

数
の

急
流

河
川

で
あ

り
、

洪
水

時
の

流
水

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

非

常
に

大
き

く
、

中
小

洪
水

で
も

堤
防

や
高

水
敷

が
侵

食
さ

れ
堤

防
の

決
壊

に
至

る
危

険
が

あ
る
。
 

２
）

洪
水

毎
に

河
川

の
澪

筋
が

変
化

し
、

洪
水

の
流

れ
が

複
雑

な
た

め
、

侵
食

の
発

生
箇

所

を
予
測
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
 

３
）

氾
濫

域
が

扇
状

地
地

形
を

有
し

て
お

り
、

堤
防

の
決

壊
等

に
よ

る
浸

水
域

が
広

範
囲

と

な
る

と
と

も
に

、
氾

濫
流

の
流

れ
が

速
く

、
短

時
間

で
浸

水
域

が
拡

大
す

る
こ

と
か

ら
、

水
深
は
浅
く
と
も
避
難
が
困
難
と
な
り
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
 

４
）

新
た

に
公

表
し

た
洪

水
浸

水
想

定
区

域
内

に
は

、
富

山
駅

周
辺

を
は

じ
め

人
口

・
資

産

が
集

中
（

約
25

万
人

に
影

響
）

す
る

市
街

地
が

形
成

さ
れ

、
住

居
、

商
業

、
産

業
が

集
積

し
て
い
る
。
 

５
）

ま
た

、
市

役
所

、
役

場
を

は
じ

め
主

要
な

公
共

施
設

及
び

国
道

８
号

、
4
1
号

な
ど

の
主

要
幹

線
道

路
、

緊
急

輸
送

道
路

や
鉄

道
な

ど
が

短
時

間
で

浸
水

し
、

社
会

経
済

が
大

き
な

打
撃
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
 

こ
の

よ
う

な
課

題
に

対
し

、
本

協
議

会
に

お
い

て
は

、
『

氾
濫

流
の

流
れ

が
速

く
、

富
山

市
街

地
を

含
む

広
範

囲
に

拡
散

す
る

氾
濫

形
態

と
な

る
扇

状
地

河
川

特
有

の
地

形
特

性
を

踏

ま
え

、
常

願
寺

川
の

大
規

模
水

害
に

対
し

、
「

川
や

市
街

地
を

流
れ

る
洪

水
の

理
解

と
そ

れ

に
よ

る
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

」
「

社
会

経
済

被
害

の
最

小
化

」
を

目
指

す
』

こ
と

を
目

標

と
定

め
、

令
和

7
年

度
ま

で
に

各
構

成
員

が
連

携
し

て
取

り
組

み
、

避
難

・
水

防
対

策
を

重
点

し
た

「
ソ

フ
ト

対
策

」
を

推
進

す
る

こ
と

と
し

て
、

常
願

寺
川

の
減

災
に

関
わ

る
地

域
の

取

組
方
針
（
以
下
「
取
組
方
針
」
と
い
う
。
）
を
と
り
ま
と
め
た
。
 

今
後

、
本

協
議

会
の

各
構

成
員

は
、

取
組

方
針

に
基

づ
き

連
携

し
て

減
災

対
策

に
取

り
組

み
、

毎
年

出
水

期
前

に
本

協
議

会
を

開
催

し
、

進
捗

状
況

を
定

期
的

に
確

認
す

る
な

ど
フ

ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

4 

２
．
本
協
議
会
の
構
成
員
 

本
協
議
会
の
参
加
機
関
及
び
構
成
員
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

参
加
機
関
 

構
成
員
 

富
山
市
 

高
岡
市
 

立
山
町
 

舟
橋
村
 

射
水
市
 

砺
波
市
 

小
矢
部
市
 

南
砺
市
 

滑
川
市
 

上
市
町
 

富
山
県
 
土
木
部
 
河
川
課
 

富
山
県
 
土
木
部
 
砂
防
課
 

富
山
県
 
富
山
土
木
セ
ン
タ
ー
 

富
山
県
 
富
山
土
木
セ
ン
タ
ー
 
立
山
土
木
事
務
所
 

富
山
県
 
高
岡
土
木
セ
ン
タ
ー
 

富
山
県
 
高
岡
土
木
セ
ン
タ
ー
 
小
矢
部
土
木
事
務
所
 

富
山
県
 
砺
波
土
木
セ
ン
タ
ー
 

 
富
山
地
方
気
象
台
 

 
北
陸
地
方
整
備
局
 
富
山
河
川
国
道
事
務
所
 

＜
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
＞
 

 
西
日
本
旅
客
鉄
道
（
株
）
金
沢
支
社
 

 
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
（
株
）
 

富
山
地
方
鉄
道
（
株
）
 

万
葉
線
（
株
）
 

北
陸
電
力
（
株
）

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
 
水
力
土
木
チ
ー
ム

 

 
関
西
電
力
（
株
）
水
力
事
業
本
部
 
庄
川
水
力
セ
ン
タ
ー
 

 
電
源
開
発
（
株
）
中
部
支
店
 

 
国
土
地
理
院
 
北
陸
地
方
測
量
部
 

 
北
陸
地
方
整
備
局
 
立
山
砂
防
事
務
所
 

 
北
陸
地
方
整
備
局
 
神
通
川
水
系
砂
防
事
務
所
 

 
北
陸
地
方
整
備
局
 
利
賀
ダ
ム
工
事
事
務
所
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

町
 
 
長
 

村
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

町
 
 
長
 

課
 
 
長
 

課
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

気
象
台
長
 

所
 
 
長
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5 

３
．
常
願
寺
川
の
概
要
と
主
な
課
題
 

（
１
）
流
域
・
地
形
の
特
徴

①
流
域
の
特
性

常
願

寺
川

流
域

は
、

富
山

県
南

東
部

に
位

置
し

、
立

山
連

峰
の

山
間

部
に

て
称

名
川

、
和

田

川
等

の
支

川
を

合
わ

せ
な

が
ら

流
下

し
、

富
山

平
野

を
形

成
す

る
扇

状
地

を
出

て
富

山
市

東
部

を
経
て
日
本
海
に
注
ぐ
、
幹
川
流
路
延
長

5
6
k
m
、
流
域
面
積

3
6
8
k
m
2
の
一
級
河
川
で
あ
る
。
 

上
流

部
の

立
山

カ
ル

デ
ラ

に
は

、
非

常
に

も
ろ

い
火

山
噴

出
物

や
崩

壊
堆

積
物

が
多

量
に

あ

り
洪

水
の

た
び

に
下

流
へ

土
砂

が
流

出
し

、
そ

の
土

砂
に

よ
り

形
成

さ
れ

た
下

流
部

に
広

が
る

扇
状

地
に

は
、

富
山

県
の

中
心

都
市

で
あ

る
富

山
市

が
あ

り
、

こ
の

地
域

に
お

け
る

社
会

・
経

済
・
文
化
の
基
盤
を
な
し
て
い
る
。
 

富
山

駅
周

辺
は

コ
ン

パ
ク

ト
シ

テ
ィ

政
策

と
し

て
交

通
機

関
や

住
居

が
集

中
し

て
い

る
こ

と

に
加

え
、

沿
川

各
地

域
に

は
高

齢
化

率
の

高
い

地
域

が
存

在
す

る
。

さ
ら

に
は

、
主

要
幹

線
道

路
で

災
害

時
に

お
け

る
救

援
活

動
、

生
活

物
資

や
復

旧
物

資
輸

送
等

の
確

保
な

ど
の

緊
急

活
動

の
た
め
の
緊
急
輸
送
道
路
で
あ
る
国
道

8
号
、
国
道

4
1
号
な
ど
が
存
在
す
る
。
 

②
洪
水
・
氾
濫
の
特
性

上
流

域
は

き
わ

め
て

急
峻

な
地

形
を

な
し

て
お

り
、

非
常

に
崩

れ
や

す
い

状
態

と
な

っ
て

い

る
。

ま
た

、
河

床
勾

配
は

山
地

部
で

約
1/
30

、
扇

状
地

部
で

約
1/
10
0
と

、
我

が
国

屈
指

の
急

流
河
川
で
あ
る
。
 

流
域

の
気

候
は

、
冬

期
に

お
け

る
寒

冷
積

雪
と

夏
期

の
高

温
多

湿
を

特
徴

と
し

た
四

季
の

変

化
が

は
っ

き
り

し
た

日
本

海
型

気
候

で
あ

り
、

年
間

降
水

量
は

上
流

に
向

か
っ

て
多

く
な

り
、

平
野

部
で

約
2
,3
0
0m

m
、

山
岳

部
で

は
3,
0
00
m
m
を

越
え

る
た

め
、

上
流

域
の

降
雨

に
伴

う
洪

水

の
危
険
度
を
認
識
し
に
く
い
特
徴
が
あ
る
。
 

常
願

寺
川

の
地

形
は

、
上

滝
を

扇
頂

と
す

る
常

願
寺

川
扇

状
地

が
形

成
さ

れ
、

ひ
と

た
び

氾

濫
す

る
と

拡
散

型
の

氾
濫

形
態

と
な

り
、

人
口

・
資

産
の

集
中

す
る

富
山

市
を

は
じ

め
、

広
範

囲
に
甚
大
な
被
害
が
及
ぶ
恐
れ
が
あ
る
。
 

ま
た

、
氾

濫
流

の
流

れ
が

速
く

、
短

時
間

で
浸

水
域

が
広

が
る

こ
と

か
ら

、
水

深
が

浅
く

て

も
避

難
が

困
難

と
な

る
状

況
を

踏
ま

え
、

近
年

の
沿

川
住

民
の

高
齢

化
の

進
行

に
よ

り
増

加
す

る
要
配
慮
者
に
応
じ
た
円
滑
な
避
難
行
動
の
た
め
の
事
前
の
備
え
が
重
要
と
な
る
。
 

6 

（
２
）
過
去
の
被
害
状
況
と
河
川
改
修
の
状
況

①
過
去
の
被
害

安
政

5
年

（
1
85
8
年

）
の

飛
越

地
震

で
は

、
常

願
寺

川
上

流
の

立
山

カ
ル

デ
ラ

内
で

「
鳶

崩

れ
」

と
呼

ば
れ

る
大

崩
壊

が
発

生
し

、
水

源
か

ら
扇

状
地

に
至

る
全

域
に

わ
た

っ
て

一
大

荒
廃

河
川

と
な

り
、

こ
の

洪
水

に
よ

り
当

時
の

富
山

藩
領

内
の

18
ヶ

村
に

及
び

死
者

14
0
人

、
負

傷

者
8
,
9
4
5
人
、
流
出
家
屋
1
,
6
0
3
戸
の
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
 

昭
和

9
年

7
月

の
洪

水
で

は
、

上
流

の
湯

川
筋

の
多

枝
原

の
大

崩
落

に
よ

り
、

急
流

河
川

特
有

の
土

砂
を

伴
っ

た
大

洪
水

と
な

り
、

堤
防

の
決

壊
、

橋
梁

・
道

路
を

破
壊

す
る

大
災

害
と

な
っ

た
。
 

昭
和

44
年

8
月

洪
水

で
は

、
戦

後
最

大
の

大
出

水
と

な
り

、
常

願
寺

川
は

全
川

に
わ

た
り

護

岸
・

根
固

め
の

沈
下

流
失

、
水

制
の

破
損

、
倒

壊
等

の
大

被
害

が
生

じ
、

中
新

川
郡

立
山

町
岩

峅
野

地
先

で
15
0m

に
わ

た
っ

て
堤

防
が

決
壊

し
、

中
新

川
郡

立
山

町
三

ツ
塚

新
地

先
で

も
30
m

の
決
壊
が
発
生
し
た
。
 

 
平

成
10

年
8
月

の
梅

雨
前

線
の

停
滞

に
よ

っ
て

、
3
日

、
7
日

、
1
2
日

に
平

均
年

最
大

流
量

を

超
え

る
洪

水
が

発
生

。
7
日

の
洪

水
で

は
高

水
敷

の
決

壊
や

根
固

工
の

流
出

な
ど

の
被

害
が

発

生
し
、
そ
の
延
長
は
75
0
m
に
も
及
ん
で
い
る
。
 

近
年

で
は

、
停

滞
し

た
梅

雨
前

線
の

影
響

に
よ

る
集

中
豪

雨
に

よ
り

洪
水

が
発

生
し

、
治

水

施
設

の
整

備
等

に
よ

り
大

き
な

一
般

被
害

は
発

生
し

て
い

な
い

が
、

河
川

の
澪

筋
が

不
安

定
で

洪
水
時
に
は
偏
流
が
発
生
す
る
こ
と
か
ら
、
河
道
内
の
施
設
の
多
く
が
被
災
し
て
い
る
。
 

②
河
川
改
修
の
状
況

平
成

2
1
年

1 1
月

に
策

定
し

た
「

常
願

寺
川

水
系

河
川

整
備

計
画

（
大

臣
管

理
区

間
）

」
で

は
、

洪
水

に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
目

標
と

し
て

、
「

急
流

河
川

特
有

の
洪

水
時

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

に
対

す
る

堤
防

の
安

全
性

の
確

保
」

を
可

能
と

す
る

た
め

、
急

流
河

川
対

策
を
行
い
、
氾
濫
被
害
の
防
止
を
図
る
と
し
て
い
る
。
 

現
状

で
は

、
背

後
地

の
状

況
を

踏
ま

え
つ

つ
、

急
流

河
川

対
策

等
が

実
施

さ
れ

て
い

る
も

の

の
、

予
想

さ
れ

る
洗

掘
深

さ
に

対
し

て
根

入
れ

が
不

足
し

て
い

る
箇

所
な

ど
が

解
消

さ
れ

て
お

ら
ず
、
洪
水
に
対
し
安
全
に
流
下
で
き
る
状
態
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
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常
願
寺
川
で
の
主
な
課
題
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

１
）

常
願

寺
川

は
、

我
が

国
有

数
の

急
流

河
川

で
あ

り
、

洪
水

時
の

流
水

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

非
常

に
大

き
く

、
中

小
洪

水
で

も
堤

防
や

高
水

敷
が

侵
食

さ
れ

堤
防

の
決

壊
に

至
る

危

険
が
あ
る
。
 

２
）

洪
水

毎
に

河
川

の
澪

筋
が

変
化

し
、

洪
水

の
流

れ
が

複
雑

な
た

め
、

侵
食

の
発

生
箇

所
を
予
測
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
 

３
）

氾
濫

域
が

扇
状

地
地

形
を

有
し

て
お

り
、

決
壊

等
に

よ
る

浸
水

域
が

広
範

囲
と

な
る

と
と

も
に

、
氾

濫
流

の
流

れ
が

速
く

、
短

時
間

で
浸

水
域

が
拡

大
す

る
こ

と
か

ら
、

水

深
は
浅
く
と
も
避
難
が
困
難
と
な
り
、
甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
 

４
）

新
た

に
公

表
し

た
洪

水
浸

水
想

定
区

域
内

に
は

、
富

山
駅

周
辺

を
は

じ
め

人
口

・
資

産
が

集
中

（
約

25
万

人
に

影
響

）
す

る
市

街
地

が
形

成
さ

れ
、

住
居

、
商

業
、

産
業

が

集
積
し
て
い
る
。
 

５
）

ま
た

、
市

役
所

、
役

場
を

は
じ

め
主

要
な

公
共

施
設

及
び

国
道

8
号

、
4
1
号

な
ど

の
主

要
幹

線
道

路
、

緊
急

輸
送

道
路

や
鉄

道
な

ど
が

短
時
間

で
浸

水
し

、
社

会
経

済
が

大
き

な

打
撃
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
 

■
取
組
の
方
向
性

今
後

、
気

候
変

動
に

よ
り

、
施

設
能

力
を

上
回

る
洪

水
の

発
生

頻
度

が
高

ま
る

こ
と

が
予

想

さ
れ

る
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
、

こ
れ

ら
の

課
題

に
対

し
て

、
行

政
や

住
民

等
の

各
主

体
が

意
識

を
変

革
し

、
社

会
全

体
で

洪
水

氾
濫

に
備

え
る

必
要

が
あ

り
、

本
協

議
会

に
お

い
て

は
、

想
定

し
得

る
最

大
規

模
の

洪
水

に
対

し
「

川
や

市
街

地
を

流
れ

る
洪

水
の

理
解

と
そ

れ
に

よ
る

迅
速

か
つ

確
実

な
避

難
」

及
び

「
社

会
経

済
被

害
の

最
小

化
」

を
目

指
す

こ
と

と
し

て
、

主
に

以
下

の
取

組
を

行
う

も
の

と
す

る
。

な
お

、
ハ

ー
ド

対
策

は
令

和
３

年
４

月
よ

り
流

域
治

水
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
協

議
会

へ
移

行
さ

れ
た

が
、

本
協

議
会

に
お

い
て

も
関

連
深

い
取

組
が

多
い

こ
と

か
ら

、

引
き
続
き
取
組
状
況
調
査
を
把
握
し
て
い
く
。
 

・
常

願
寺

川
の

水
害

の
歴

史
・

洪
水

特
性

の
周

知
・

理
解

促
進

の
た

め
の

副
教

材
の

作
成

・
教

育
機

関
等

へ
の

配
布

、
洪

水
浸

水
想

定
区

域
図

を
踏

ま
え

て
、

家
屋

倒
壊

等
氾

濫
想

定
区

域
、

浸
水

深
や

氾
濫

流
の

流
速

等
に

よ
り

、
そ

の
場

に
留

ま
ら

な
い

「
立

ち
退

き
避

難
区

域
」

の

検
討

及
び

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
へ

の
反

映
、

各
関

係
機

関
が

参
画

し
た

「
常

願
寺

川
・

神
通

川

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

検
討

専
門

部
会

」
に

お
け

る
河

川
の

特
性

等
を

踏
ま

え
た

大
規

模
水

害
時

の

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定
 
な
ど

こ
の

よ
う

な
取

組
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

「
水

防
災

意
識

社
会

」
の

再
構

築
を

目
指

す

も
の
と
す
る
。
 

8 

４
．
現
状
の
取
組
状
況
 

 
常
願
寺
川
流
域
に
お
け
る
減
災
対
策
に
つ
い
て
、
各
構
成
員
で
現
状
を
確
認
し
課
題
を
抽

出
し
た
結
果
、
概
要
と
し
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

①
地
域
住
民
の
急
流
河
川
特
有
の
洪
水
の
理
解
に
関
す
る
事
項

※
○
：
現
状
、
●
：
課
題
（
以
下
同
様
）

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

急
流
河
川
特
有
の
洪
水
 

の
理
解
 

○
昭

和
44

年
8
月

洪
水

に
よ

り
堤

防
決

壊
等

が
発

生
し

て
い

る
が

、
近

年
は

国
管

理
区

間
に

お
い

て
氾

濫
流

に
よ

る
浸

水
被
害
は
発
生
し
て
い
な
い
。

●
治

水
事

業
の

進
展

等
に

よ
る

被
害

発
生

頻
度

の
減

少
に

よ
り

、
地

域
住

民
の

防
災

意
識

が
低

い
状

況

で
あ
る
。

A 

●
過

去
に

洪
水

や
氾

濫
被

害
を

経
験

し
て

い
る

人
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
。

B 
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②
情
報
伝
達
、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

洪
水
時
に
お
け
る
河
川
 

管
理
者
か
ら
の
情
報
 

提
供
等
の
内
容
及
び
 

タ
イ
ミ
ン
グ

○
常

願
寺

川
（

国
管

理
区

間
）

に
お

い
て

想
定

最
大

規
模

及

び
河

川
整

備
基

本
方

針
に

基
づ

く
計

画
規

模
の

外
力

に
よ

る
洪

水
浸

水
想

定
区

域
図

を
富

山
河

川
国

道
事

務
所

の
H
P

等
で
公
表
し
て
い
る
。

○
避

難
指

示
の

発
令

判
断

の
目

安
と

な
る

氾
濫

危
険

情
報

の

発
表

等
の

洪
水

予
報

を
富

山
河

川
国

道
事

務
所

と
気

象
台

の
共
同
で
実
施
し
て
い
る
。

○
災

害
発

生
の

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

は
、

富
山

河
川

国
道

事

務
所

長
か

ら
沿

川
自

治
体

の
首

長
に

情
報

伝
達

（
ホ

ッ
ト

ラ
イ
ン
）
を
実
施
し
て
い
る
。

●
浸

水
想

定
区

域
図

等
が

洪
水

に
対

す
る

リ
ス

ク
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

●
中

小
河

川
に

お
け

る
水

害
危

険
性

の
周

知
促

進
が

求
め
ら
れ
る
。

C 

※
D
は
、
1
期
に
削
除
さ
れ
た

N
o
旧

3
2
の
み
の
該
当
で
あ
っ
た
た
め
欠
番

10
 

②
情
報
伝
達
、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

避
難
指
示
等
の
発
令
基

準
○

地
域

防
災

計
画

に
具

体
的

な
避

難
勧

告
の

発
令

基
準

や
対

象
地

域
を

明
記

し
て

い
る

。
（

国
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
案
）
に
基
づ
く
見
直
し
済
）
 

○
常

願
寺

川
（

国
管

理
区

間
）

に
お

け
る

避
難

勧
告

等
の

発

令
に

着
目

し
た

防
災

行
動

計
画

（
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
）

を
作

成
し
て
い
る
。

●
避

難
指

示
等

の
発

令
に

着
目

し
た

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

が
実

態
に

合
っ

た
も

の
に

な
っ

て
い

る
か

が
懸

念

さ
れ
る
。

●
警
戒
避
難
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

E 

避
難
場
所
・
避
難
経
路
 

○
避

難
場

所
と

し
て

、
公

共
施

設
を

指
定

し
、

計
画

規
模

の

洪
水

に
対

す
る

水
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

で
周

知
し

て
い

る
。

●
大

規
模

氾
濫

に
よ

る
避

難
者

数
の

増
加

や
避

難
場

所
、

避
難

経
路

が
浸

水
や

土
砂

災
害

が
発

生
す

る

場
合

に
は

、
住

民
の

避
難

が
適

切
に

行
え

な
い

こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

F 

●
大

規
模

氾
濫

に
よ

る
避

難
場

所
周

辺
の

浸
水

継
続

時
間

が
長

期
に

渡
る

場
合

に
は

、
住

民
等

が
長

期

に
わ
た
り
孤
立
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

G 

●
避

難
に

関
す

る
情

報
は

水
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

で
周

知
し

て
い

る
が

、
住

民
等

に
十

分
に

認
知

さ

れ
て
い
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。

H 

-6-
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②
情
報
伝
達
、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

住
民
等
へ
の
情
報
伝
達
 

の
体
制
や
方
法
 

○
防

災
行

政
無

線
に

よ
る

サ
イ

レ
ン

吹
鳴

及
び

避
難

指
示

等

の
放

送
、

災
害

情
報

や
緊

急
速

報
の

メ
ー

ル
配

信
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
、

緊
急

告
知

Ｆ
Ｍ

ラ
ジ

オ
、

広
報

車
に

よ
る

周
知

、
報

道
機
関
へ
の
情
報
提
供
等
を
実
施
し
て
い
る
。

○
河

川
管

理
者

等
か

ら
WE
B
等

を
通

じ
た

河
川

水
位

、
ラ

イ
ブ

映
像
情
報
な
ど
を
住
民
等
に
情
報
提
供
し
て
い
る
。

○
平

成
2
8
年

８
月

に
富

山
県

総
合

防
災

シ
ス

テ
ム

を
更

新

し
、

Ｌ
ア

ラ
ー

ト
等

を
活

用
し

て
報

道
機

関
と

連
携

し
た

住
民

等
へ

の
情

報
提

供
（

災
害

対
策

本
部

設
置

、
避

難
指

示
、
被
害
情
報
等
）
を
開
始
し
た
。

●
大

雨
・

暴
風

に
よ

り
防

災
行

政
無

線
が

聞
き

取
り

に

く
い

状
況

や
浸

水
に

よ
る

停
電

に
よ

り
情

報
発

信
で

き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。

I 

●
W
EB

等
に

よ
り

各
種

情
報

を
提

供
し

て
い

る
が

、
住

民
自

ら
が

情
報

を
入

手
す

る
ま

で
に

至
っ

て
い

な
い

懸
念
が
あ
る
。

J 

●
災

害
時

に
国

・
県

・
市

に
お

い
て

W
EB

や
メ

ー
ル

配

信
に

よ
る

情
報

発
信

を
行

っ
て

い
る

が
、

一
部

の
利

用
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
た

め
、

広
く

周
知

・
啓

発
を

行
い

、
利

用
者

の
拡

大
が

求
め

ら
れ

て
い

る
。

ま

た
、

大
規

模
工

場
等

が
被

害
を

受
け

た
場

合
、

社
会

的
影
響
が
大
き
い
懸
念
が
あ
る
。

K 

●
住

民
の

避
難

行
動

の
判

断
に

必
要

な
氾

濫
原

を
共

有

す
る

他
水

系
の

防
災

情
報

や
切

迫
が

伝
わ

る
ラ

イ
ブ

映
像
等
が
提
供
で
き
て
い
な
い
懸
念
が
あ
る
。

L 

●
水

害
・

土
砂

災
害

関
連

の
記

者
発

表
内

容
や

情
報

提

供
サ

イ
ト

等
に

つ
い

て
、

内
容

や
用

語
の

分
か

り
や

す
さ
に
懸
念
が
あ
る
。

L
1
 

●
住

民
の

避
難

行
動

（
水

害
・

土
砂

災
害

）
の

た
め

の

ト
リ

ガ
ー

と
な

る
情

報
が

明
確

に
な

っ
て

い
な

い
懸

念
が
あ
る
。
 

L
2
 

12
 

②
情
報
伝
達
、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

避
難
誘
導
体
制
 

○
避

難
誘

導
は

、
警

察
、

消
防

機
関

、
自

主
防

災
組

織
、

水

防
団
員
（
消
防
団
員
）
と
協
力
し
て
実
施
し
て
い
る
。

●
災

害
時

の
具

体
的

な
避

難
支

援
や

避
難

誘
導

体
制

が

確
立

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
特

に
要

配
慮

者
等

の
迅

速
な
避
難
が
確
保
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。

M 

③
水
防
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

河
川
水
位
等
に
係
る
 

情
報
提
供
 

○
国

土
交

通
省

が
基

準
観

測
所

の
水

位
に

よ
り

水
防

警
報

を

発
表

し
て

い
る

。
水

防
団

員
へ

Ｆ
Ａ

Ｘ
等

に
よ

り
情

報
提

供
し
て
い
る
。

○
災

害
発

生
の

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

は
、

富
山

河
川

国
道

事

務
所

長
か

ら
沿

川
自

治
体

の
首

長
に

情
報

伝
達

（
ホ

ッ
ト

ラ
イ
ン
）
を
し
て
い
る
。

●
急

流
河

川
で

は
、

洪
水

毎
に

澪
筋

が
変

化
し

、
洪

水
の

流
れ

が
複

雑
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
適

切
に

水

防
活

動
を

実
施

す
べ

き
箇

所
を

特
定

し
、

共
有

す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

N 

●
急

流
河

川
の

特
性

や
水

防
活

動
に

時
間

を
要

す
る

現
地

の
特

性
等

も
踏

ま
え

た
、

迅
速

か
つ

適
切

な

水
防
活
動
に
懸
念
が
あ
る
。

O 

-7-
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③
水
防
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

河
川
の
巡
視
区
間
 

○
出

水
期

前
に

、
自

治
体

、
水

防
団

等
と

重
要

水
防

箇
所

の

合
同

巡
視

を
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
出

水
時

に
は

、
水

防
団

等
と

河
川

管
理

者
が

そ
れ

ぞ
れ

河
川

巡
視

を
実

施
し

て
い
る
。

○
地

域
防

災
計

画
に

よ
り

、
浸

水
被

害
が

予
想

さ
れ

る
箇

所

を
巡
回
し
、
現
状
把
握
に
努
め
て
い
る
。

●
河

川
巡

視
等

で
得

ら
れ

た
情

報
に

つ
い

て
、

水
防

団
等

と
河

川
管

理
者

で
共

有
が

不
十

分
で

あ
り

、

適
切
な
水
防
活
動
に
懸
念
が
あ
る
。

P 

●
水

防
団

員
が

減
少

・
高

齢
化

等
し

て
い

る
中

で
そ

れ
ぞ

れ
の

受
け

持
ち

区
間

全
て

を
回

り
き

れ
な

い

こ
と
や
、
定
時
巡
回
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

Q 

●
水

防
活

動
を

担
う

水
防

団
員

（
消

防
団

員
）

は
、

水
防

活
動

に
関

す
る

専
門

的
な

知
見

等
を

習
得

す

る
機

会
が

少
な

く
、

的
確

な
水

防
活

動
が

で
き

な

い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

R 

水
防
資
機
材
の
整
備
状
況
 

○
各

機
関

の
水

防
倉

庫
等

に
水

防
資

機
材

を
備

蓄
し

て
い

る
。

●
水

防
資

機
材

の
不

足
、

劣
化

状
況

の
確

認
、

各
機

関
の

備
蓄

情
報

の
共

有
等

が
不

十
分

で
あ

り
、

適

切
な
水
防
活
動
に
懸
念
が
あ
る
。

●
水

防
団

員
の

高
齢

化
や

人
数

の
減

少
に

よ
り

従
来

の
水

防
工

法
で

は
迅

速
に

実
施

で
き

る
か

懸
念

が

あ
る
。

S 

●
鬼

怒
川

で
の

堤
防

決
壊

箇
所

の
復

旧
内

容
を

踏
ま

え
、

常
願

寺
川

で
の

堤
防

決
壊

時
の

資
機

材
に

つ

い
て

、
配

備
箇

所
の

見
直

し
を

含
め

た
再

確
認

が

必
要
で
あ
る

T 

14
 

④
氾
濫
水
の
排
水
、
施
設
運
用
等
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

排
水
施
設
、
排
水
 

資
機
材
の
操
作
・
運
用
 

○
排

水
ポ

ン
プ

車
や

照
明

車
等

の
災

害
対

策
車

両
・

機
器

に

お
い

て
平

常
時

か
ら

定
期

的
な

保
守

点
検

を
行

う
と

と
も

に
、

機
械

を
扱

う
職

員
等

へ
の

訓
練

・
教

育
も

実
施

し
、

災
害
発
生
に
よ
る
出
動
体
制
を
確
保
し
て
い
る
。

○
樋

門
・

陸
閘

の
操

作
点

検
を

出
水

期
前

に
実

施
し

て
い

る
。

●
排

水
す

べ
き

水
の

ボ
リ

ュ
ー

ム
が

大
き

く
、

現
状

の
施

設
配

置
計

画
で

は
、

今
後

想
定

さ
れ

る
大

規

模
浸

水
に

対
す

る
社

会
経

済
機

能
の

早
期

回
復

に

向
け
た
対
応
を
行
え
な
い
懸
念
が
あ
る
。

U 

●
現

状
に

お
い

て
社

会
経

済
機

能
の

早
期

回
復

の
た

め
に

有
効

な
排

水
計

画
が

な
い

た
め

、
既

存
の

排

水
施

設
、

排
水

系
統

も
考

慮
し

つ
つ

排
水

計
画

を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

V 

⑤
河
川
管
理
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

堤
防
等
河
川
管
理
施
設
 

の
現
状
の
整
備
状
況
 

及
び
今
後
の
整
備
内
容
 

○
急

流
河

川
対

策
と

し
て

、
河

川
の

洗
掘

や
侵

食
に

対
す

る

安
全

度
や

背
後

地
の

状
況

等
を

踏
ま

え
、

根
継

ぎ
護

岸
等

の
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。

●
堤

防
の

漏
水

や
侵

食
・

洗
掘

な
ど

越
水

以
外

に
も

洪
水

や
土

砂
・

洪
水

氾
濫

に
対

す
る

リ
ス

ク
が

高

い
箇
所
が
存
在
し
て
い
る
。

W 

●
今

後
、

気
候

変
動

に
よ

り
、

施
設

能
力

を
上

回
る

洪
水

の
発

生
頻

度
が

高
ま

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る

な
か
で
、
被
害
の
軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

X 

-8-
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５
．
減
災
の
た
め
の
目
標
 

急
流

河
川

特
有

の
洪

水
の

理
解

や
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

、
水

防
活

動
等

を
実

施
す

る
た

め
、

各
構
成
員
が
連
携
し
て
令
和

7
年
度
ま
で
に
達
成
す
べ
き
減
災
目
標
を
以
下
の
と
お
り
と
す
る
。
 

【
令
和
７
年
度
ま
で
に
達
成
す
べ
き
目
標
】

 

 
氾

濫
流

の
流

れ
が

速
く

、
富

山
市

街
地

を
含

む
広

範
囲

に
拡

散
す

る

氾
濫
形
態
と
な
る
扇
状
地
河
川
特
有
の
地
形
特
性
を
踏
ま
え
、
常
願
寺
川

の
大
規
模
水
害
に
対
し
、
『
川
や
市
街
地
を
流
れ
る
洪
水
の
理
解
と
そ
れ

に
よ
る
迅
速
か
つ
確
実
な
避
難
』
『
社
会
経
済
被
害
の
最
小
化
』
を
目
標

と
す
る
。

 

※
大

規
模

水
害

・
・

・
・

・
想

定
し

得
る

最
大

規
模

降
雨

に
伴

う
洪

水
氾

濫
に

よ
る

被
害

。

※
川

を
流

れ
る

洪
水

・
・

・
・

水
位

が
急

激
に

上
昇

す
る

。
流

れ
の

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

大
き

く
、

予
測

困
難

な
堤

防
の

侵
食

が

発
生

す
る

。
 

※
市

街
地

を
流

れ
る

洪
水

・
・

・
・

・
一

旦
堤

防
が

決
壊

す
る

と
勢

い
の

あ
る

水
が

短
時

間
で

市
街

地
に

広
が

る
。

※
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

・
・

・
・

・
水

深
が

浅
く

て
も

歩
行

で
き

な
い

状
況

と
な

る
前

に
安

全
な

場
所

へ
の

避
難

。

※
社

会
経

済
被

害
の

最
小

化
・

・
・

・
・

大
規

模
水

害
に

よ
る

社
会

経
済

被
害

を
軽

減
し

、
早

期
に

経
済

活
動

を
再

開

で
き

る
状

態
。

上
記

目
標

の
達

成
に

向
け

、
常

願
寺

川
に

お
い

て
、

河
川

管
理

者
が

実
施

す
る

堤
防

整

備
等
の
洪
水
を
安
全
に
流
す
対
策
に
加
え
、
以
下
の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
。
 

①
急
流
河
川
特
有
の
洪
水
現
象
に
つ
い
て
理
解
を
頂
く
た
め
の
周
知
・
理
解
促
進
の
取
り
組
み

②
常
願
寺
川
の
特
性
を
踏
ま
え
た
大
規
模
水
害
に
お
け
る
避
難
行
動
の
た
め
の
取
り
組
み

③
洪
水
氾
濫
に
よ
る
被
害
軽
減
や
避
難
時
間
確
保
の
た
め
の
水
防
活
動
等
の
取
り
組
み

16
 

６
．
令
和

7
年
度
ま
で
に
実
施
す
る
取
組
（
2
期
）
 

氾
濫

が
発

生
す

る
こ

と
を

前
提

と
し

て
、

社
会

全
体

で
、

総
力

戦
で

挑
む

防
災

・
減

災
プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
、
各
構
成
員
が
取
り
組
む
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
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17
 

※
1
1
～
1
5
は
ハ
ー
ド
対
策
も
兼
ね
た
取
組
項
目

2
期
 

項
目
N
o
.
 
減
災
の
た
め
の
取
組
項
目
 

課
題
の
対
応
 

取
組
機
関
 

１
洪
水
予
測
や
水
位
情
報
の

情
報
強
化
 

Ｉ
，
Ｌ
１
,Ｌ

２
 

北
陸
地
整
、
気
象
台
、
富

山
県
、
 

２
水

防
活

動
の

啓
発

 
Ｎ

，
Ｏ

，
Ｐ

，
Ｑ

，
Ｒ

，

Ｓ
 

北
陸
地
整
、
気
象
台
、
富

山
県
、
富
山
市
、
立
山

町
、
舟
橋
村
 

３
水

害
リ

ス
ク

共
有

 
Ｃ

，
Ｅ

，
Ｆ

，
Ｇ

，
Ｈ

，

Ｉ
，

Ｊ
，

Ｋ
，

Ｌ
，

Ｌ
１

，
Ｌ
２
,
Ｍ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富

山
市
、
舟
橋
村
 

４
排
水
体
制
の
促
進
 

Ｕ
，
Ｖ
，
Ｘ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富

山
市
、
舟
橋
村
 

５
ダ
ム
等
の
洪
水
調
節
機
能

の
向
上
・
確
保
 

Ｗ
,
Ｘ
 

北
陸
地
整
、
気
象
台
 

６
避
難
対
策
 

Ｅ
,
Ｆ
，
Ｇ
，
Ｈ
，
Ｍ
 

北
陸
地
整
、
気
象
台
、
富

山
県
、
富
山
市
、
立
山

町
、
舟
橋
村
 

７
水
防
災
教
育
の
啓
発
 

Ａ
，
Ｂ
，
Ｃ
，
Ｊ
 

北
陸
地
整
、
気
象
台
、
富

山
県
、
富
山
市
、
立
山

町
、
舟
橋
村
 

８
要
配
慮
者
支
援
 

Ｍ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富

山
市
、
立
山
町
、
舟
橋
村
 

９
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
活
用
促

進

Ｅ
，
Ｍ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富

山
市
、
立
山
町
、
舟
橋
村
 

1
0

広
域
避
難
計
画
の
策
定
及

び
支
援
 

Ｅ
，
Ｆ
，
Ｇ
，
Ｈ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富

山
市
、
舟
橋
村
 

1
1

洪
水
を
安
全
に
流
す
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
の
推
進
 

Ｗ
，
Ｘ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
 

1
2

水
防
資
機
材
の
検
討
及
び

配
置
 

Ｌ
，
Ｎ
，
Ｏ
，
Ｐ
，
Ｒ
，

Ｔ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富

山
市
、
立
山
町
 

1
3

流
木
や
土
砂
の
影
響
へ
の

対
策
 

Ｗ
 

富
山
県
 

1
4

災
害
時
の
拠
点
施
設
に
対

す
る
対
策
 

Ｆ
，
Ｇ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富

山
市
 

1
5

民
間
企
業
の
水
害
対
策
 

Ｋ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富

山
市
 

18
 

７
．
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
 

各
機

関
の

取
組

内
容

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

、
防

災
業

務
計

画
や

地
域

防
災

計
画

、

河
川

整
備

計
画

等
に

反
映

す
る

こ
と

で
責

任
を

明
確

に
し

、
組

織
的

、
計

画
的

、
継

続
的

に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

原
則

、
本

協
議

会
を

毎
年

出
水

期
前

に
開

催
し

、
取

組
の

進
捗

状
況

を
確

認
し

、
必

要
に

応

じ
て

取
組

方
針

を
見

直
す

こ
と

と
す

る
。

ま
た

、
実

施
し

た
取

組
に

つ
い

て
も

訓
練

等
を

通
じ

て
習
熟
、
改
善
を
図
る
な
ど
、
継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
 

常
願

寺
川

で
は

、
平

成
３

１
年

３
月

に
想

定
最

大
規

模
の

浸
水

想
定

区
域

図
が

公
表

さ
れ

た

こ
と

を
う

け
、

沿
川

自
治

体
（

富
山

市
、

立
山

町
、

舟
橋

村
）

に
お

い
て

洪
水

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の
作
成
、
周
知
（
配
布
、
H
P
公
表
等
）
が
完
了
し
た
。
今
後
と
も
、
本
協
議
会
幹
事
会
等
の

場
を
活
用
し
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
を
推
進
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。
 

ま
た

、
新

た
な

取
組

方
針

が
示

さ
れ

た
場

合
や

新
技

術
の

動
向

を
踏

ま
え

、
適

宜
、

取
組

方

針
を
見
直
す
こ
と
と
す
る
。
 

以
上
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総
力
戦
で
挑
む
防
災
・
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
基
づ
く
 

神
通
川
流
域
の
減
災
に
係
る
取
組
方
針
 

令
和
５
年
６
月
 

常
願

寺
川

、
神

通
川

、
庄

川
及

び
小

矢
部

川
等

大
規

模
氾

濫
に

関
す

る
減

災
対

策
協

議
会

 

 
資

料
３

－
２

 

目
 
 
次

１
．
 
は
じ
め
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
．
１

２
．
 
本
協
議
会
の
構
成
員
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
．
４

３
．
 
神
通
川
の
概
要
と
主
な
課
題
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
．
５

４
．
 
現
状
の
取
組
状
況
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
．
８

５
．
 
減
災
の
た
め
の
目
標
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
．
１
６

６
．
 
令
和
７
年
度
ま
で
に
実
施
す
る
取
組
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
．
１
７

７
．
 
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
．
１
９
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1 

１
．
は
じ
め
に
 

平
成

2
7
年

9
月
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
鬼
怒
川
の
下
流
部
は
堤
防
が
決
壊
す
る

な
ど

、
氾

濫
流

に
よ

る
家

屋
の

倒
壊

・
流

失
や

広
範

囲
か

つ
長

期
間

の
浸

水
が

発
生

し
た

。
ま

た
、

こ
れ

ら
に

避
難

の
遅

れ
も

加
わ

り
、

近
年

の
水

害
で

は
類

を
見

な
い

ほ
ど

の
多

数
の

孤
立

者
が

発
生

し
た

。
こ

の
よ

う
な

こ
と

か
ら

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
社

会
資

本
整

備
審

議
会

会
長

に
対

し
て

「
大

規
模

氾
濫

に
対

す
る

減
災

の
た

め
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
つ

い
て

」
が

諮
問

さ
れ
、
平
成

2
7
年

1
2
月

1
0
日
に
「
大
規
模
氾
濫
に
対
す
る
減
災
の
た
め
の
治
水
対
策
の
あ

り
方

に
つ

い
て

～
社

会
意

識
の

変
革

に
よ

る
「

水
防

災
意

識
社

会
」

の
再

構
築

に
向

け
て

～
」

が
答
申
さ
れ
た
。
 

国
土

交
通

省
で

は
、

こ
の

答
申

を
踏

ま
え

、
新

た
に

「
水

防
災

意
識

社
会

 
再

構
築

ビ
ジ

ョ

ン
」

と
し

て
、

全
て

の
直

轄
河

川
と

そ
の

氾
濫

に
よ

り
浸

水
の

お
そ

れ
の

あ
る

市
町

村
（

1
0
9

水
系
、
7
3
0
市
町
村
）
に
お
い
て
、
平
成

3
2
年
度
（
令
和

2
年
度
）
を
目
途
に
水
防
災
意
識
社

会
を

再
構

築
す

る
取

組
を

行
う

こ
と

と
し

、
各

流
域

に
お

い
て

、
河

川
管

理
者

・
都

道
府

県
・

市
町

村
等

か
ら

な
る

協
議

会
等

を
新

た
に

設
置

し
て

減
災

の
た

め
の

目
標

を
共

有
し

、
ハ

ー

ド
・
ソ
フ
ト
対
策
を
一
体
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

常
願

寺
川

、
神

通
川

、
庄

川
及

び
小

矢
部

川
で

は
、

こ
の

「
水

防
災

意
識

社
会

 
再

構
築

ビ

ジ
ョ

ン
」

に
基

づ
き

、
地

域
住

民
の

安
全

安
心

を
担

う
富

山
河

川
国

道
事

務
所

管
内

の
沿

川
5

市
1
町

1
村
（
富
山
市
、
高
岡
市
、
射
水
市
、
砺
波
市
、
小
矢
部
市
、
立
山
町
、
舟
橋
村
）
、

富
山

県
、

富
山

地
方

気
象

台
、

北
陸

地
方

整
備

局
富

山
河

川
国

道
事

務
所

で
構

成
さ

れ
る

「
常

願
寺

川
、

神
通

川
、

庄
川

及
び

小
矢

部
川

大
規

模
氾

濫
に

関
す

る
減

災
対

策
協

議
会

」
（

以
下

「
本
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
平
成

2
8
年

4
月

2
1
日
に
設
立
し
た
。
 

そ
の
後
、
平
成

2
8
年

8
月
に
発
生
し
た
台
風
に
よ
る
豪
雨
災
害
に
お
い
て
中
小
河
川
に
お

い
て

も
甚

大
な

被
害

が
発

生
し

た
こ

と
を

踏
ま

え
、

県
管

理
河

川
に

お
い

て
も

減
災

対
策

に
取

り
組
む
こ
と
と
な
り
、
上
市
川
、
白
岩
川
、
下
条
川
を
追
加
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成

29
年

5
月

2
日

に
協

議
会

名
を

「
常

願
寺

川
、

神
通

川
、

庄
川

及
び

小
矢

部
川

等
大

規
模

氾
濫

に
関

す
る

減
災
対
策
協
議
会
」
に
改
め
、
協
議
会
の
構
成
は
沿
川

7
市

2
町

1
村
（
富
山
市
、
高
岡
市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
南

砺
市

、
立

山
町

、
舟

橋
村

、
滑

川
市

、
上

市
町

）
と

な
っ

た
。
 

さ
ら
に
は
、
平
成

2
9
年

6
月
に
水
防
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

2
9
年
法
律
第

3
1
号
）
施
行
に
よ
り
新
た
に
大
規
模
氾
濫
減
災
協
議
会
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本

協
議
会
の
規
約
を
改
正
し
、
水
防
法
に
基
づ
く
組
織
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
 

2 

令
和

元
年

東
日

本
台

風
を

は
じ

め
、

近
年

頻
発

し
て

い
る

激
甚

な
水

害
や

気
候

変
動

に
よ

る

今
後

の
降

雨
量

の
増

大
と

水
害

の
激

甚
化

・
頻

発
化

に
備

え
る

た
め

、
国

土
交

通
省

で
は

令
和

2
年

9
月
に
防
災
・
減
災
が
主
流
と
な
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
「
総
力
戦
で
挑
む
防
災
・
減

災
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

推
進

」
が

打
ち

出
さ

れ
、

そ
の

流
れ

を
踏

ま
え

「
常

願
寺

川
・

神
通

川
・

庄
川
及
び
小
矢
部
川
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
」
が
令
和

2
年

9
月

1
4
日
に
設
立
さ

れ
、

あ
ら

ゆ
る

関
係

者
に

よ
り

流
域

全
体

で
水

害
を

軽
減

さ
せ

る
取

り
組

み
が

推
進

さ
れ

る
こ

と
に
な
り
、
令
和

3
年
度
よ
り
主
に
「
ハ
ー
ド
対
策
」
に
重
点
を
置
い
た
取
組
み
が
本
格
化
し

た
。
 

こ
の

こ
と

か
ら

、
本

協
議

会
で

は
、

避
難

・
水

防
対

策
を

重
点

し
た

「
ソ

フ
ト

対
策

」
の

取

組
項
目
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

平
成

2
9
年
度
～
令
和

2
年
度
（
以
下
「
1
期
」
と
い
う
。
）
の

5
年
間
で
取
り
組
ん
で
き
た

内
容
を
総
括
し
、
次
期

5
か
年
と
な
る
令
和

3
年
度
～
令
和

7
年
度
（
以
下
「
2
期
」
と
い

う
。

）
に

お
け

る
新

た
な

取
組

項
目

お
よ

び
取

組
目

標
を

設
定

し
、

引
き

続
き

取
り

組
み

を
推

進
す
る
も
の
で
あ
る
。
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3 

本
協

議
会

で
は

、
神

通
川

の
地

形
的

特
徴

や
被

害
状

況
、

現
状

の
取

組
状

況
の

共
有

を
図

る

と
と
も
に
、
主
な
水
防
災
上
の
課
題
と
し
て
以
下
を
抽
出
し
た
。
 

１
）

神
通

川
は

、
我

が
国

有
数

の
急

流
河

川
で

あ
り

、
洪

水
時

の
流

水
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
大

き

く
、
越
流
以
外
に
侵
食
や
洗
掘
に
よ
り
堤
防
が
決
壊
す
る
危
険
が
あ
る
。
 

２
）

神
通

川
下

流
域

の
低

平
地

は
扇

状
地

形
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

堤
防

の
決

壊
等

に
よ

る

浸
水
域
が
広
範
囲
と
な
り
、
短
時
間
で
氾
濫
域
が
拡
大
す
る
。
 

３
）

新
た

に
公

表
し

た
洪

水
浸

水
想

定
区

域
内

に
は

、
富

山
駅

周
辺

を
は

じ
め

人
口

が
集

中

（
約

18
万

人
に

影
響

）
す

る
市

街
地

が
形

成
さ

れ
、

住
居

、
商

業
、

産
業

が
集

積
し

て
い

る
。
 

４
）

ま
た

、
県

庁
、

市
役

所
を

は
じ

め
主

要
な

公
共

施
設

及
び

国
道

８
号

、
4
1
号

な
ど

の
主

要
幹

線
道

路
、

緊
急

輸
送

道
路

や
鉄

道
な

ど
が

短
時

間
で

浸
水

し
、

社
会

経
済

が
大

き
な

打
撃
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
 

こ
の

よ
う

な
課

題
に

対
し

、
本

協
議

会
に

お
い

て
は

、
『

低
平

地
に

富
山

市
の

中
心

市
街

地
が

形
成

さ
れ

て
い

る
地

形
・

社
会

特
性

を
踏

ま
え

、
神

通
川

の
大

規
模

水
害

に
対

し
、

「
川

や
市

街
地

を
流

れ
る

洪
水

の
理

解
と

そ
れ

に
よ

る
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

」
「

社
会

経

済
被

害
の

最
小

化
」

を
目

指
す

』
こ

と
を
目

標
と

定
め

、
令

和
7
年

度
ま

で
に

各
構

成
員

が
連

携
し

て
取

り
組

み
、

避
難

・
水

防
対

策
を

重
点

し
た

「
ソ

フ
ト

対
策

」
を

推
進

す
る

こ
と

と

し
て

、
神

通
川

の
減

災
に

関
わ

る
地

域
の

取
組

方
針

（
以

下
「

取
組

方
針

」
と

い
う

。
）

を

と
り
ま
と
め
た
。
 

今
後

、
本

協
議

会
の

各
構

成
員

は
、

取
組

方
針

に
基

づ
き

連
携

し
て

減
災

対
策

に
取

り
組

み
、

毎
年

出
水

期
前

に
本

協
議

会
を

開
催

し
、

進
捗

状
況

を
定

期
的

に
確

認
す

る
な

ど
フ

ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

4 

２
．
本
協
議
会
の
構
成
員
 

本
協
議
会
の
参
加
機
関
及
び
構
成
員
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

参
加
機
関
 

構
成
員
 

富
山
市
 

高
岡
市
 

立
山
町
 

舟
橋
村
 

射
水
市
 

砺
波
市
 

小
矢
部
市
 

南
砺
市
 

滑
川
市
 

上
市
町
 

富
山
県
 
土
木
部
 
河
川
課
 

富
山
県
 
土
木
部
 
砂
防
課
 

富
山
県
 
富
山
土
木
セ
ン
タ
ー
 

富
山
県
 
富
山
土
木
セ
ン
タ
ー
 
立
山
土
木
事
務
所
 

富
山
県
 
高
岡
土
木
セ
ン
タ
ー
 

富
山
県
 
高
岡
土
木
セ
ン
タ
ー
 
小
矢
部
土
木
事
務
所
 

富
山
県
 
砺
波
土
木
セ
ン
タ
ー
 

 
富
山
地
方
気
象
台
 

 
北
陸
地
方
整
備
局
 
富
山
河
川
国
道
事
務
所
 

＜
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
＞
 

 
西
日
本
旅
客
鉄
道
（
株
）
金
沢
支
社
 

 
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
（
株
）
 

富
山
地
方
鉄
道
（
株
）
 

万
葉
線
（
株
）
 

北
陸
電
力
（
株
）

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
 
水
力
土
木
チ
ー
ム

 

 
関
西
電
力
（
株
）
水
力
事
業
本
部
 
庄
川
水
力
セ
ン
タ
ー
 

 
電
源
開
発
（
株
）
中
部
支
店
 

 
国
土
地
理
院
 
北
陸
地
方
測
量
部
 

 
北
陸
地
方
整
備
局
 
立
山
砂
防
事
務
所
 

 
北
陸
地
方
整
備
局
 
神
通
川
水
系
砂
防
事
務
所
 

 
北
陸
地
方
整
備
局
 
利
賀
ダ
ム
工
事
事
務
所
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

町
 
 
長
 

村
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

町
 
 
長
 

課
 
 
長
 

課
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

気
象
台
長
 

所
 
 
長
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5 

３
．
神
通
川
の
概
要
と
主
な
課
題
 

（
１
）
流
域
・
地
形
の
特
徴

①
流
域
の
特
性

神
通

川
は

、
そ

の
源

を
岐

阜
県

高
山

市
の

川
上

岳
（

標
高

1
,
6
2
6
m
）

に
発

し
、

岐
阜

県
内

で
は

宮
川

と
呼

ば
れ

、
富

山
県

境
で

高
原

川
を

合
わ

せ
、

神
通

川
と

名
称

を
改

め
、

神
通

峡
を

流
下

し
平

野
部

を
出

て
、

井
田

川
、

熊
野

川
を

合
わ

せ
て

日
本

海
に

注
ぐ

、
幹

川
流

路
延

長

1
2
0
k
m
、
流
域
面
積

2
,
7
2
0
k
m
2
の
一
級
河
川
で
あ
る
。
 

神
通

川
流

域
は

、
富

山
、

岐
阜

両
県

に
ま

た
が

り
、

富
山

県
の

県
都

で
あ

る
富

山
市

、
南

砺

市
、

岐
阜

県
の

高
山

市
、

飛
騨

市
の

４
市

か
ら

な
り

、
上

流
域

に
は

飛
騨

高
原

が
広

が
り

、
高

原
を

侵
食

す
る

多
く

の
支

川
と

、
こ

れ
に

よ
り

形
成

さ
れ

た
高

山
、

古
川

等
の

盆
地

群
が

あ
る

。

中
流

域
で

は
、

山
地

が
迫

っ
て

い
て

渓
谷

が
続

き
、

下
流

域
に

入
り

常
願

寺
川

と
神

通
川

に
よ

る
複
合
扇
状
地
を
形
成
し
、
そ
こ
か
ら
下
流
に
は
富
山
平
野
が
広
が
っ
て
い
る
。
 

富
山

駅
周

辺
は

コ
ン

パ
ク

ト
シ

テ
ィ

政
策

と
し

て
交

通
機

関
や

住
居

が
集

中
し

て
い

る
こ

と

に
加

え
、

沿
川

各
地

域
に

は
高

齢
化

率
の

高
い

地
域

が
存

在
す

る
。

さ
ら

に
は

、
主

要
幹

線
道

路
で

災
害

時
に

お
け

る
救

援
活

動
、

生
活

物
資

や
復

旧
物

資
輸

送
等

の
確

保
な

ど
の

緊
急

活
動

の
た
め
の
緊
急
輸
送
道
路
で
あ
る
国
道
8
号
、
4
1
号
な
ど
が
存
在
す
る
。

②
洪
水
・
氾
濫
の
特
性

河
床

勾
配

は
源

流
か

ら
小

鳥
川

合
流

点
ま

で
の

上
流

部
で

は
約

1/
20

～
1/
1
50

、
小

鳥
川

合

流
点

か
ら

神
三

ダ
ム

地
点

ま
で

の
中

流
部

で
は

約
1
/1
5
0
～

1
/2
5
0
、

神
三

ダ
ム

地
点

か
ら

河
口

ま
で

の
下

流
部

で
は

約
1/
2
50

～
ほ

ぼ
水

平
で

、
河

口
部

は
緩

や
か

に
な

っ
て

い
る

も
の

の
、

我
が
国
屈
指
の
急
流
河
川
と
な
っ
て
い
る
。
 

流
域

の
気

候
は

、
上

流
域

は
高

い
山

々
に

囲
ま

れ
た

内
陸

性
気

候
、

下
流

域
は

冬
の

積
雪

が

多
い

日
本

海
側

気
候

で
、

年
平

均
降

水
量

は
上

流
域

で
約

1,
80
0m
m
（

高
山

）
、

下
流

域
で

約

2
,3
0
0m
m
（

富
山

）
と

な
っ

て
お

り
、

大
規

模
な

洪
水

要
因

の
多

く
は

台
風

性
に

よ
る

も
の

で

あ
る
。
 

沿
川

及
び

氾
濫

域
に

は
、

北
陸

新
幹

線
、

JR
高

山
線

、
あ

い
の

風
と

や
ま

鉄
道

、
北

陸
自

動

車
道

、
一

般
国

道
8
号

、
4
1
号

及
び

国
際

空
港

の
富

山
空

港
や

特
定

重
要

港
湾

の
伏

木
富

山
港

（
富

山
地

区
）

な
ど

が
整

備
さ

れ
交

通
の

要
衝

と
な

っ
て

お
り

、
ひ

と
た

び
氾

濫
が

発
生

す
れ

ば
、
交
通
機
関
に
甚
大
な
被
害
が
お
よ
ぶ
恐
れ
が
あ
る
。
 

ま
た

、
氾

濫
流

の
流

れ
が

速
く

、
短

時
間

で
浸

水
域

が
広

が
る

こ
と

か
ら

、
水

深
が

浅
く

て

も
避

難
が

困
難

と
な

る
状

況
を

踏
ま

え
、

近
年

の
沿

川
住

民
の

高
齢

化
の

進
行

に
よ

り
増

加
す

る
要
配
慮
者
に
応
じ
た
円
滑
な
避
難
行
動
の
た
め
の
事
前
の
備
え
が
重
要
と
な
る
。
 

6 

（
２
）
過
去
の
被
害
状
況
と
河
川
改
修
の
状
況

①
過
去
の
被
害

大
正

3
年

8
月

洪
水

で
は

、
小

笠
原

付
近

か
ら

駿
河

湾
を

通
り

、
関

東
北

部
を

通
っ

て
鹿

島
灘

に
抜

け
た

台
風

に
よ

り
、

堤
防

決
壊

な
ど

大
規

模
な

浸
水

被
害

が
発

生
し

、
全

半
壊

流
失

家
屋

3
9
6
戸
、
浸
水
家
屋
1
4
,
4
7
6
戸
な
ど
の
被
害
が
生
じ
た
。
 

昭
和

28
年

9
月

洪
水

で
は

台
風

13
号

に
よ

り
、

雨
量

は
山

間
部

で
20
0m
m
～

30
0m
m
以

上
に

達

し
、

河
川

は
増

水
し

大
規

模
な

浸
水

被
害

が
発

生
し
た

。
被

害
状

況
は

死
者

6
名

、
行

方
不

明
2

名
、

負
傷

者
6
名

、
全

壊
家

屋
1
戸

、
半

壊
家

屋
4
6
戸

、
流

失
家

屋
5
戸

、
一

部
破

壊
17

2
戸

、
床

上
・
床
下
浸
水
9
,
1
8
6
戸
で
あ
っ
た
。
 

昭
和

58
年

9
月

の
台

風
10

号
に

よ
り

神
通

大
橋

地
点

流
量

は
5,
6
43
m
3 /
s
を

記
録

し
、

床
上

浸

水
2
7
戸
、
床
下
浸
水
94
戸
の
被
害
が
発
生
し
た
。

近
年

で
は

、
平

成
1
6
年

1
0
月

の
台

風
2
3
号

に
よ

る
洪

水
に

よ
り

、
小

鳥
峠

雨
量

観
測

所
で

は

時
間

雨
量

54
mm

、
24

h
累

計
雨

量
29

3m
m
の

観
測

史
上

最
大

と
な

り
、

ま
た

神
通

大
橋

地
点

の
水

位
は

8
.
3
3
m
（

計
画

高
水

位
ま

で
あ

と
2
8
c
m
）

を
記

録
し

、
流

量
は

6
,
4
1
3
m
3 /
s
と

観
測

史
上

最

大
で

あ
っ

た
。

被
害

状
況

と
し

て
は

、
富

山
県

で
床

上
浸

水
25

戸
、

床
下

浸
水

14
1
戸

、
岐

阜

県
で
全
壊
流
出
家
屋
23
戸
、
床
上
浸
水
5
2
戸
、
床
下
浸
水
2
0
0
戸
が
発
生
し
た
。
 

②
河
川
改
修
の
状
況

平
成

2
9
年

1 2
月

に
策

定
し

た
「

神
通

川
水

系
河

川
整

備
計

画
（

大
臣

管
理

区
間

）
」

で
は

、

洪
水

等
に

よ
る

災
害

の
発

生
の

防
止

又
は

軽
減

に
関

す
る

事
項

と
し

て
、

「
上

下
流

及
び

本
支

川
の

治
水

安
全

度
の

バ
ラ

ン
ス

を
確

保
し

つ
つ

段
階

的
か

つ
着

実
に

河
川

整
備

を
実

施
し

、
洪

水
等
に
よ
る
災
害
の
発
生
の
防
止
又
は
軽
減
を
図
る
」
と
し
て
い
る
。
 

現
状

で
は

、
河

道
掘

削
及

び
急

流
河

川
対

策
等

を
実

施
し

て
い

る
が

、
富

山
市

街
地

を
氾

濫

域
に

抱
え

る
神

通
川

下
流

部
等

に
お

い
て

、
流

下
能

力
が

不
足

し
て

い
る

区
間

が
解

消
さ

れ
て

お
ら

ず
、

計
画

規
模

降
雨

に
伴

う
洪

水
に

対
し

安
全

に
流

下
で

き
る

状
態

に
は

な
っ

て
い

な
い

。
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7 

神
通
川
で
の
主
な
課
題
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

１
）
神
通
川
は
、
我
が
国
有
数
の
急
流
河
川
で
あ
り
、
洪
水
時
の
流
水
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大

き
く
、
越
流
以
外
に
侵
食
や
洗
掘
に
よ
り
堤
防
が
決
壊
す
る
危
険
が
あ
る
。

２
）
神
通
川
下
流
域
の
低
平
地
は
扇
状
地
形
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
堤
防
の
決
壊
等
に
よ

る
浸
水
域
が
広
範
囲
と
な
り
、
短
時
間
で
氾
濫
域
が
拡
大
す
る
。

３
）
新
た
に
公
表
し
た
洪
水
浸
水
想
定
区
域
内
に
は
、
富
山
駅
周
辺
を
は
じ
め
人
口
が
集

中
（
約
1
8
万
人
に
影
響
）
す
る
市
街
地
が
形
成
さ
れ
、
住
居
、
商
業
、
産
業
が
集
積
し

て
い
る
。

４
）
ま
た
、
県
庁
、
市
役
所
を
は
じ
め
主
要
な
公
共
施
設
及
び
国
道
８
号
、
4
1
号
な
ど
の

主
要
幹
線
道
路
、
緊
急
輸
送
道
路
や
鉄
道
な
ど
が
短
時
間
で
浸
水
し
、
社
会
経
済
が
大

き
な
打
撃
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

■
取
組
の
方
向
性

今
後

、
気

候
変

動
に

よ
り

、
施

設
能

力
を

上
回

る
洪

水
の

発
生

頻
度

が
高

ま
る

こ
と

が
予

想

さ
れ

る
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
、

こ
れ

ら
の

課
題

に
対

し
て

、
行

政
や

住
民

等
の

各
主

体
が

意
識

を
変

革
し

、
社

会
全

体
で

洪
水

氾
濫

に
備

え
る

必
要

が
あ

り
、

本
協

議
会

に
お

い
て

は
、

想
定

し
得

る
最

大
規

模
の

洪
水

に
対

し
「

川
や

市
街

地
を

流
れ

る
洪

水
の

理
解

と
そ

れ
に

よ
る

迅
速

か
つ

確
実

な
避

難
」

や
「

社
会

経
済

被
害

の
最

小
化

」
を

目
指

す
こ

と
と

し
て

、
主

に
以

下
の

取
組

を
行

う
も

の
と

す
る

。
な

お
、

ハ
ー

ド
対

策
は

令
和

３
年

４
月

よ
り

流
域

治
水

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

協
議

会
へ

移
行

さ
れ

た
が

、
本

協
議

会
に

お
い

て
も

関
連

深
い

取
組

が
多

い
こ

と
か

ら
、

引
き
続
き
取
組
状
況
調
査
を
把
握
し
て
い
く
。
 

・
氾

濫
水

を
迅

速
に

排
水

す
る

た
め

、
排

水
施

設
の

情
報

共
有

、
排

水
手

法
等

の
検

討
を

行
い

、

大
規

模
水

害
を

想
定

し
た

排
水

計
画

（
案

）
を

作
成

、
洪

水
浸

水
想

定
区

域
図

を
踏

ま
え

て
、

家
屋

倒
壊

等
氾

濫
想

定
区

域
、

浸
水

深
や

氾
濫

流
の

流
速

等
よ

り
、

そ
の

場
に

留
ま

ら
な

い

「
立

ち
退

き
避

難
区

域
」

の
検

討
及

び
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

へ
の

反
映

、
各

関
係

機
関

が
参

画

し
た

「
常

願
寺

川
・

神
通

川
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
検

討
専

門
部

会
」

に
お

け
る

河
川

の
特

性
等

を

踏
ま
え
た
大
規
模
水
害
時
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
策
定
 
な

ど

こ
の

よ
う

な
取

組
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

「
水

防
災

意
識

社
会

」
の

再
構

築
を

目
指

す

も
の
と
す
る
。
 

8 

４
．
現
状
の
取
組
状
況
 

神
通
川
流
域
に
お
け
る
減
災
対
策
に
つ
い
て
、
各
構
成
員
で
現
状
を
確
認
し
課
題
を
抽
出

し
た
結
果
、
概
要
と
し
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

①
地
域
住
民
の
急
流
河
川
特
有
の
洪
水
の
理
解
に
関
す
る
事
項

※
○
：
現
状
、
●
：
課
題
（
以
下
同
様
）

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

急
流
河
川
特
有
の
洪
水
 

の
理
解
 

○
平

成
1
6
年

1
0
月

洪
水

に
よ

り
観

測
史

上
最

大
流

量
を

記
録

し
た

が
、

国
管

理
区

間
に

お
い

て
氾

濫
流

に
よ

る
浸

水
被

害
は

ほ
と

ん
ど

無
く

、
ま

た
、

近
年

は
氾

濫
被

害
が

発
生

し
て
い
な
い
。

●
治

水
事

業
の

進
展

等
に

よ
る

被
害

発
生

頻
度

の
減

少
に

よ
り

、
地

域
住

民
の

防
災

意
識

が
低

い
状

況

で
あ
る
。

A

●
過

去
に

洪
水

や
氾

濫
被

害
を

経
験

し
て

い
る

人
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
。

B 

-15-
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②
情
報
伝
達
、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

洪
水
時
に
お
け
る
河
川
 

管
理
者
か
ら
の
情
報
 

提
供
等
の
内
容
及
び
 

タ
イ
ミ
ン
グ

○
神

通
川

・
西

派
川

・
井

田
川

・
熊

野
川

（
国

管
理

区
間

）

に
お

い
て

想
定

最
大

規
模

及
び

河
川

整
備

基
本

方
針

に
基

づ
く

計
画

規
模

の
外

力
に

よ
る

洪
水

浸
水

想
定

区
域

図
を

富
山
河
川
国
道
事
務
所
の
H
P
等
で
公
表
し
て
い
る
。

○
熊

野
川

（
県

管
理

区
間

）
、

い
た

ち
川

、
土

川
、

山
田

川
、

坪
野

川
に

お
い

て
計

画
規

模
の

外
力

に
よ

る
浸

水
想

定
区
域
図
を
H
P
等
で
公
表
し
て
い
る
。

○
避

難
指

示
の

発
令

判
断

の
目

安
と

な
る

氾
濫

危
険

情
報

の

発
表

等
の

洪
水

予
報

を
富

山
河

川
国

道
事

務
所

と
気

象
台

の
共

同
で

実
施

し
て

い
る

。
井

田
川

・
熊

野
川

で
は

水
位

到
達
情
報
の
提
供
に
よ
り
水
位
周
知
を
実
施
し
て
い
る
。

○
富

山
県

管
理

区
間

（
い

た
ち

川
、

山
田

川
、

坪
野

川
等

）

で
は

、
水

位
到

達
情

報
の

提
供

に
よ

り
水

位
周

知
を

実
施

し
て
い
る
。

○
災

害
発

生
の

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

は
、

富
山

河
川

国
道

事

務
所

長
か

ら
沿

川
自

治
体

の
首

長
に

情
報

伝
達

（
ホ

ッ
ト

ラ
イ
ン
）
を
実
施
し
て
い
る
。

●
浸

水
想

定
区

域
図

等
が

洪
水

に
対

す
る

リ
ス

ク
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

●
中

小
河

川
に

お
け

る
水

害
危

険
性

の
周

知
促

進
が

求
め
ら
れ
る
。

C

※
D
は
、
1
期
に
削
除
さ
れ
た

N
o
旧

3
2
の

み
の
該
当
で
あ
っ
た
た
め
欠
番

10
 

②
情
報
伝
達
、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

避
難
指
示
等
の
発
令
基

準
○

地
域

防
災

計
画

に
具

体
的

な
避

難
勧

告
の

発
令

基
準

や
対

象
地

域
を

明
記

し
て

い
る

。
（

国
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
案
）
に
基
づ
く
見
直
し
済
）
 

○
神

通
川

本
川

（
国

管
理

区
間

）
に

お
け

る
避

難
勧

告
等

の

発
令

に
着

目
し

た
防

災
行

動
計

画
（

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

）
を

作
成
し
て
い
る
。

●
避

難
指

示
等

の
発

令
に

着
目

し
た

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

が
実

態
に

合
っ

た
も

の
に

な
っ

て
い

る
か

が
懸

念

さ
れ
る
。

●
警
戒
避
難
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

E 

避
難
場
所
・
避
難
経
路
 

○
避

難
場

所
と

し
て

、
公

共
施

設
を

指
定

し
、

計
画

規
模

の

洪
水

に
対

す
る

水
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

で
周

知
し

て
い

る
。

●
大

規
模

氾
濫

に
よ

る
避

難
者

数
の

増
加

や
避

難
場

所
、

避
難

経
路

が
浸

水
や

土
砂

災
害

が
発

生
す

る

場
合

に
は

、
住

民
の

避
難

が
適

切
に

行
え

な
い

こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

F 

●
大

規
模

氾
濫

に
よ

る
避

難
場

所
周

辺
の

浸
水

継
続

時
間

が
長

期
に

渡
る

場
合

に
は

、
住

民
等

が
長

期

に
わ
た
り
孤
立
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

G 

●
避

難
に

関
す

る
情

報
は

水
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

で
周

知
し

て
い

る
が

、
住

民
等

に
十

分
に

認
知

さ

れ
て
い
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。

H 
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②
情
報
伝
達
、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

住
民
等
へ
の
情
報
伝
達
 

の
体
制
や
方
法
 

○
防

災
行

政
無

線
に

よ
る

サ
イ

レ
ン

吹
鳴

及
び

避
難

指
示

等

の
放

送
、

災
害

情
報

や
緊

急
速

報
の

メ
ー

ル
配

信
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
、

緊
急

告
知

Ｆ
Ｍ

ラ
ジ

オ
、

広
報

車
に

よ
る

周
知

、
報

道
機
関
へ
の
情
報
提
供
等
を
実
施
し
て
い
る
。

○
河

川
管

理
者

、
ダ

ム
管

理
者

等
か

ら
WE
B等

を
通

じ
た

河
川

水
位

、
ダ

ム
放

流
、

ラ
イ

ブ
映

像
情

報
な

ど
を

住
民

等
に

情
報
提
供
し
て
い
る
。

○
平

成
2
8
年

８
月

に
富

山
県

総
合

防
災

シ
ス

テ
ム

を
更

新

し
、

Ｌ
ア

ラ
ー

ト
等

を
活

用
し

て
報

道
機

関
と

連
携

し
た

住
民

等
へ

の
情

報
提

供
（

災
害

対
策

本
部

設
置

、
避

難
指

示
、
被
害
情
報
等
）
を
開
始
し
た
。

●
大

雨
・

暴
風

に
よ

り
防

災
行

政
無

線
が

聞
き

取
り

に

く
い

状
況

や
浸

水
に

よ
る

停
電

に
よ

り
情

報
発

信
で

き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。

I 

●
W
EB

等
に

よ
り

各
種

情
報

を
提

供
し

て
い

る
が

、
住

民
自

ら
が

情
報

を
入

手
す

る
ま

で
に

至
っ

て
い

な
い

懸
念
が
あ
る
。

J 

●
災

害
時

に
国

・
県

・
市

に
お

い
て

W
EB

や
メ

ー
ル

配

信
に

よ
る

情
報

発
信

を
行

っ
て

い
る

が
、

一
部

の
利

用
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
た

め
、

広
く

周
知

・
啓

発
を

行
い
、
利
用
者
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た

、
大

規
模

工
場

等
が

被
害

を
受

け
た

場
合

、
社

会
的
影
響
が
大
き
い
懸
念
が
あ
る
。

K 

●
住

民
の

避
難

行
動

の
判

断
に

必
要

な
氾

濫
原

を
共

有

す
る

他
水

系
の

防
災

情
報

や
切

迫
が

伝
わ

る
ラ

イ
ブ

映
像
等
が
提
供
で
き
て
い
な
い
懸
念
が
あ
る
。

L 

●
水

害
・

土
砂

災
害

関
連

の
記

者
発

表
内

容
や

情
報

提

供
サ

イ
ト

等
に

つ
い

て
、

内
容

や
用

語
の

分
か

り
や

す
さ
に
懸
念
が
あ
る
。

L
1
 

●
住

民
の

避
難

行
動

（
水

害
・

土
砂

災
害

）
の

た
め

の

ト
リ

ガ
ー

と
な

る
情

報
が

明
確

に
な

っ
て

い
な

い
懸

念
が
あ
る
。

L
2
 

12
 

②
情
報
伝
達
、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

避
難
誘
導
体
制
 

○
避

難
誘

導
は

、
警

察
、

消
防

機
関

、
自

主
防

災
組

織
、

水

防
団
員
（
消
防
団
員
）
と
協
力
し
て
実
施
し
て
い
る
。

●
災

害
時

の
具

体
的

な
避

難
支

援
や

避
難

誘
導

体
制

が

確
立

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
特

に
要

配
慮

者
等

の
迅

速
な
避
難
が
確
保
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。

M 

③
水
防
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

河
川
水
位
等
に
係
る
 

情
報
提
供
 

○
国

土
交

通
省

、
富

山
県

が
基

準
観

測
所

の
水

位
に

よ
り

水

防
警

報
を

発
表

し
て

い
る

。
水

防
団

員
へ

は
Ｆ

Ａ
Ｘ

等
に

よ
り
情
報
提
供
し
て
い
る
。

○
災

害
発

生
の

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

は
、

富
山

河
川

国
道

事

務
所

長
か

ら
沿

川
自

治
体

の
首

長
に

情
報

伝
達

（
ホ

ッ
ト

ラ
イ
ン
）
を
し
て
い
る
。

●
急

流
河

川
で

は
、

洪
水

毎
に

澪
筋

が
変

化
し

、
洪

水
の

流
れ

が
複

雑
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
適

切
に

水

防
活

動
を

実
施

す
べ

き
箇

所
を

特
定

し
、

共
有

す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

N 

●
急

流
河

川
の

特
性

や
水

防
活

動
に

時
間

を
要

す
る

現
地

の
特

性
等

も
踏

ま
え

た
、

迅
速

か
つ

適
切

な

水
防
活
動
に
懸
念
が
あ
る
。

O 
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③
水
防
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

河
川
の
巡
視
区
間
 

○
出

水
期

前
に

、
自

治
体

、
水

防
団

等
と

重
要

水
防

箇
所

の

合
同

巡
視

を
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
出

水
時

に
は

、
水

防
団

等
と

河
川

管
理

者
が

そ
れ

ぞ
れ

河
川

巡
視

を
実

施
し

て
い
る
。

○
地

域
防

災
計

画
に

よ
り

、
浸

水
被

害
が

予
想

さ
れ

る
箇

所

を
巡
回
し
、
現
状
把
握
に
努
め
て
い
る
。

●
河

川
巡

視
等

で
得

ら
れ

た
情

報
に

つ
い

て
、

水
防

団
等

と
河

川
管

理
者

で
共

有
が

不
十

分
で

あ
り

、

適
切
な
水
防
活
動
に
懸
念
が
あ
る
。

P 

●
水

防
団

員
が

減
少

・
高

齢
化

等
し

て
い

る
中

で
そ

れ
ぞ

れ
の

受
け

持
ち

区
間

全
て

を
回

り
き

れ
な

い

こ
と
や
、
定
時
巡
回
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

Q 

●
水
防
活
動
を
担
う
水
防
団
員
（
消
防
団
員
）
は
、

水
防
活
動
に
関
す
る
専
門
的
な
知
見
等
を
習
得
す

る
機
会
が
少
な
く
、
的
確
な
水
防
活
動
が
で
き
な

い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

R 

水
防
資
機
材
の
整
備
状
況
 

○
各

機
関

の
水

防
倉

庫
等

に
水

防
資

機
材

を
備

蓄
し

て
い

る
。

●
水

防
資

機
材

の
不

足
、

劣
化

状
況

の
確

認
、

各
機

関
の

備
蓄

情
報

の
共

有
等

が
不

十
分

で
あ

り
、

適

切
な
水
防
活
動
に
懸
念
が
あ
る
。

●
水

防
団

員
の

高
齢

化
や

人
数

の
減

少
に

よ
り

従
来

の
水

防
工

法
で

は
迅

速
に

実
施

で
き

る
か

懸
念

が

あ
る
。

S 

●
鬼

怒
川

で
の

堤
防

決
壊

箇
所

の
復

旧
内

容
を

踏
ま

え
、

神
通

川
で

の
堤

防
決

壊
時

の
資

機
材

に
つ

い

て
、

配
備

箇
所

の
見

直
し

を
含

め
た

再
確

認
が

必

要
で
あ
る
。

T 

14
 

④
氾
濫
水
の
排
水
、
施
設
運
用
等
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

排
水
施
設
、
排
水
 

資
機
材
の
操
作
・
運
用
 

○
排

水
ポ

ン
プ

車
や

照
明

車
等

の
災

害
対

策
車

両
・

機
器

に

お
い

て
平

常
時

か
ら

定
期

的
な

保
守

点
検

を
行

う
と

と
も

に
、

機
械

を
扱

う
職

員
等

へ
の

訓
練

・
教

育
も

実
施

し
、

災
害
発
生
に
よ
る
出
動
体
制
を
確
保
し
て
い
る
。

○
樋

門
・

陸
閘

の
操

作
点

検
を

出
水

期
前

に
実

施
し

て
い

る
。

○
雨

水
ポ

ン
プ

場
等

に
よ

る
排

水
活

動
及

び
ポ

ン
プ

委
託

に

よ
る
内
水
排
除
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

●
排

水
す

べ
き

水
の

ボ
リ

ュ
ー

ム
が

大
き

く
、

現
状

の
施

設
配

置
計

画
で

は
、

今
後

想
定

さ
れ

る
大

規

模
浸

水
に

対
す

る
社

会
経

済
機

能
の

早
期

回
復

に

向
け
た
対
応
を
行
え
な
い
懸
念
が
あ
る
。

U 

●
現

状
に

お
い

て
社

会
経

済
機

能
の

早
期

回
復

の
た

め
に

有
効

な
排

水
計

画
が

な
い

た
め

、
既

存
の

排

水
施

設
、

排
水

系
統

も
考

慮
し

つ
つ

排
水

計
画

を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

V 

既
存
ダ
ム
に
お
け
る
 

洪
水
調
節
の
現
状
 

○
洪
水
調
節
機
能
を
有
す
る
室
牧
ダ
ム
、
熊
野
川
ダ
ム
、

久
婦

須
川

ダ
ム

な
ど

で
、

洪
水

を
貯

留
す

る
こ

と
に

よ

り
、
下
流
域
の
被
害
を
軽
減
さ
せ
て
い
る
。
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⑤
河
川
管
理
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

堤
防
等
河
川
管
理
施
設
 

の
現
状
の
整
備
状
況
 

及
び
今
後
の
整
備
内
容
 

○
急

流
河

川
対

策
と

し
て

、
河

川
の

洗
掘

や
侵

食
に

対
す

る

安
全

度
や

背
後

地
の

状
況

等
を

踏
ま

え
、

護
岸

等
の

整
備

を
推
進
し
て
い
る
。

○
計

画
断

面
に

満
た

な
い

堤
防

や
流

下
能

力
が

不
足

す
る

箇

所
に
対
し
、
河
道
掘
削
を
推
進
し
て
い
る
。

○
堤

防
の

漏
水

な
ど

越
水

以
外

に
も

洪
水

に
対

す
る

リ
ス

ク

が
高
い
箇
所
に
つ
い
て
、
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。

●
計

画
断

面
に

対
し

て
高

さ
や

幅
が

不
足

し
て

い
る

堤
防

や
流

下
能

力
が

不
足

し
て

い
る

箇
所

が
あ

り
、
洪
水
に
よ
り
氾
濫
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

W 

●
堤

防
の

漏
水

や
侵

食
・

洗
掘

な
ど

越
水

以
外

に
も

洪
水

や
土

砂
・

洪
水

氾
濫

に
対

す
る

リ
ス

ク
が

高

い
箇
所
が
存
在
し
て
い
る
。

●
今

後
、

気
候

変
動

に
よ

り
、

施
設

能
力

を
上

回
る

洪
水

の
発

生
頻

度
が

高
ま

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る

な
か
で
、
被
害
の
軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

X 

16
 

５
．
減
災
の
た
め
の
目
標
 

急
流

河
川

特
有

の
洪

水
の

理
解

や
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

、
水

防
活

動
等

を
実

施
す

る
た

め
、

各
構

成
員

が
連

携
し

て
令
和

7
年
度

ま
で

に
達

成
す

べ
き

減
災

目
標

を
以

下
の

と
お

り
と

す
る

。
 

【令
和
７
年
度
ま
で
に

達
成

す
べ

き
目

標
】
 

 
低

平
地

に
富

山
市

の
中

心
市

街
地

が
形

成
さ

れ
て

い
る

地
形

・
社

会
特

性

を
踏

ま
え

、
神

通
川

の
大

規
模

水
害

に
対

し
、

『
川

や
市

街
地

を
流

れ
る

洪
水

の
理

解
と

そ
れ

に
よ

る
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

』
『
社

会
経

済
被

害
の

最
小

化
』
を

目
標

と
す

る
。
 

※
大

規
模

水
害

・
・
・
・
・
想

定
し

得
る

最
大

規
模

降
雨

に
伴

う
洪

水
氾

濫
に

よ
る

被
害

。

※
川

を
流

れ
る

洪
水

・
・
・
・
水

位
が

急
激

に
上

昇
す

る
。

越
流

以
外

に
侵

食
や

洗
掘

に
よ

る
決

壊
の

お
そ

れ
が

あ
る

。

※
市

街
地

を
流

れ
る

洪
水

・
・
・
・
・
一

旦
堤

防
が

決
壊

す
る

と
勢

い
の

あ
る

水
が

短
時

間
で

市
街

地
に

広
が

る
。

※
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

・
・
・
・
・
水

深
が

浅
く
て

も
歩

行
で

き
な

い
状

況
と

な
る

前
に

安
全

な
場

所
へ

の
避

難
。

※
社

会
経

済
被

害
の

最
小

化
・
・
・
・
・
大

規
模

水
害

に
よ

る
社

会
経

済
被

害
を

軽
減

し
、

早
期

に
経

済
活

動
を

再
開

で
き

る
状

態
。

上
記

目
標

の
達

成
に

向
け

、
神

通
川

な
ど

に
お

い
て

、
河

川
管

理
者

が
実

施
す

る
堤

防
整

備
等

の
洪

水
を

安
全

に
流

す
対

策
に

加
え

、
以

下
の

取
り

組
み

を
実

施
す

る
。
 

①
急
流
河
川
特
有
の
洪
水
現
象
に
つ
い
て
理
解
を
頂
く
た
め
の
周
知
・
理
解
促
進
の
取
り
組
み

②
神

通
川

の
特

性
を

踏
ま

え
た

大
規

模
水

害
に

お
け

る
避

難
行

動
の

た
め

の
取

り
組

み

③
洪

水
氾

濫
に

よ
る

被
害

軽
減

や
避

難
時

間
確

保
の

た
め

の
水

防
活

動
等

の
取

り
組

み

④
一

刻
も

早
く
社

会
経

済
活

動
を

回
復

さ
せ

る
た

め
の

排
水

活
動

の
取

り
組

み
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６
．
令
和

7
年
度
ま
で
に
実
施
す
る
取
組
（
2
期
）
 

氾
濫

が
発

生
す

る
こ

と
を

前
提

と
し

て
、

社
会

全
体

で
、

総
力

戦
で

挑
む

防
災

・
減

災
プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
、
各
構
成
員
が
取
り
組
む
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

18
 

※
1
1
～
1
5
は
ハ
ー
ド
対
策
も
兼
ね
た
取
組
項
目

2
期
 

項
目
N
o
.
 
減
災
の
た
め
の
取
組
項
目
 

課
題
の
対
応
 

取
組
機
関
 

１
洪
水
予
測
や
水
位
情
報
の

情
報
強
化
 

Ｉ
，
Ｌ
１
,Ｌ

２
 

北
陸
地
整
、
気
象
台
、
富
山

県
、
射
水
市
 

２
水
防
活
動
の
啓
発
 

Ｎ
，

Ｏ
，

Ｐ
，

Ｑ
，

Ｒ
，
Ｓ
 

北
陸
地
整
、
気
象
台
、
富
山

県
、
富
山
市
、
射
水
市

３
水
害
リ
ス
ク
共
有
 

Ｃ
，

Ｅ
，

Ｆ
，

Ｇ
，

Ｈ
，

Ｉ
，

Ｊ
，

Ｋ
，

Ｌ
，

Ｌ
１

，
Ｌ

２
,

Ｍ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富
山

市
、
射
水
市

４
排
水
体
制
の
促
進
 

Ｕ
，
Ｖ
，
Ｘ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富
山

市
、
射
水
市

５
ダ
ム
等
の
洪
水
調
節
機
能

の
向
上
・
確
保
 

Ｗ
,
Ｘ
 

北
陸
地
整
、
気
象
台
、
富
山

県
、
射
水
市

６
避
難
対
策
 

Ｅ
,
Ｆ
，
Ｇ
，
Ｈ
，

Ｍ
 

北
陸
地
整
、
気
象
台
、
富
山

県
、
富
山
市
、
射
水
市

７
水
防
災
教
育
の
啓
発
 

Ａ
，
Ｂ
，
Ｃ
，
Ｊ
 

北
陸
地
整
、
気
象
台
、
富
山

県
、
富
山
市
、
射
水
市

８
要
配
慮
者
支
援
 

Ｍ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富
山

市
、
射
水
市

９
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
活
用
促

進
 

Ｅ
，
Ｍ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富
山

市

1
0

広
域
避
難
計
画
の
策
定
及

び
支
援
 

Ｅ
，
Ｆ
，
Ｇ
，
Ｈ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富
山

市
、
射
水
市

1
1

洪
水
を
安
全
に
流
す
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
の
推
進
 

Ｗ
，
Ｘ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県

1
2

水
防
資
機
材
の
検
討
及
び

配
置
 

Ｌ
，
Ｎ
，
Ｏ
，
Ｐ
，

Ｒ
，
Ｔ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富
山

市
、
射
水
市

1
3

流
木
や
土
砂
の
影
響
へ
の

対
策
 

Ｗ
 

富
山
県

1
4

災
害
時
の
拠
点
施
設
に
対

す
る
対
策
 

Ｆ
，
Ｇ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富
山

市
、
射
水
市

1
5

民
間
企
業
の
水
害
対
策
 

Ｋ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富
山

市
、
射
水
市
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７
．
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
 

各
機

関
の

取
組

内
容

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

、
防

災
業

務
計

画
や

地
域

防
災

計
画

、

河
川

整
備

計
画

等
に

反
映

す
る

こ
と

で
責

任
を

明
確

に
し

、
組

織
的

、
計

画
的

、
継

続
的

に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

原
則

、
本

協
議

会
を

毎
年

出
水

期
前

に
開

催
し

、
取

組
の

進
捗

状
況

を
確

認
し

、
必

要
に

応

じ
て

取
組

方
針

を
見

直
す

こ
と

と
す

る
。

ま
た

、
実

施
し

た
取

組
に

つ
い

て
も

訓
練

等
を

通
じ

て
習
熟
、
改
善
を
図
る
な
ど
、
継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
 

神
通

川
で

は
、

平
成

３
１

年
３

月
に

想
定

最
大

規
模

の
浸

水
想

定
区

域
図

が
公

表
さ

れ
た

こ

と
を

う
け

、
沿

川
自

治
体

（
富

山
市

、
射

水
市

）
に

お
い

て
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
、

周
知
（
配
布
、
H
P
公
表
等
）
が
完
了
し
た
。
今
後
と
も
本
協
議
会
幹
事
会
等
の
場
を
活
用
し
、

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活
用
を
推
進
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

ま
た

、
新

た
な

取
組

方
針

が
示

さ
れ

た
場

合
や

新
技

術
の

動
向

を
踏

ま
え

、
適

宜
、

取
組

方

針
を
見
直
す
こ
と
と
す
る
。

 

以
上
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総
力
戦
で
挑
む
防
災
・
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
基
づ
く
 

庄
川
流
域
の
減
災
に
係
る
取
組
方
針
 

令
和
５
年
６
月

常
願

寺
川

、
神

通
川

、
庄

川
及

び
小

矢
部

川
等

大
規

模
氾

濫
に

関
す

る
減

災
対

策
協

議
会

 

 
資

料
３

－
３
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．
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
．
１
６

６
．
 
令
和
７
年
度
ま
で
に
実
施
す
る
取
組
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
．
１
７

７
．
 
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
．
２
０
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1 

１
．
は
じ
め
に
 

平
成

2
7
年

9
月
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
鬼
怒
川
の
下
流
部
は
堤
防
が
決
壊
す
る

な
ど

、
氾

濫
流

に
よ

る
家

屋
の

倒
壊

・
流

失
や

広
範

囲
か

つ
長

期
間

の
浸

水
が

発
生

し
た

。
ま

た
、

こ
れ

ら
に

避
難

の
遅

れ
も

加
わ

り
、

近
年

の
水

害
で

は
類

を
見

な
い

ほ
ど

の
多

数
の

孤
立

者
が

発
生

し
た

。
こ

の
よ

う
な

こ
と

か
ら

、
国

土
交

通
大

臣
か

ら
社

会
資

本
整

備
審

議
会

会
長

に
対

し
て

「
大

規
模

氾
濫

に
対

す
る

減
災

の
た

め
の

治
水

対
策

の
あ

り
方

に
つ

い
て

」
が

諮
問

さ
れ
、
平
成

2
7
年

1
2
月

1
0
日
に
「
大
規
模
氾
濫
に
対
す
る
減
災
の
た
め
の
治
水
対
策
の
あ

り
方

に
つ

い
て

～
社

会
意

識
の

変
革

に
よ

る
「

水
防

災
意

識
社

会
」

の
再

構
築

に
向

け
て

～
」

が
答
申
さ
れ
た
。
 

国
土

交
通

省
で

は
、

こ
の

答
申

を
踏

ま
え

、
新

た
に

「
水

防
災

意
識

社
会

 
再

構
築

ビ
ジ

ョ

ン
」

と
し

て
、

全
て

の
直

轄
河

川
と

そ
の

氾
濫

に
よ

り
浸

水
の

お
そ

れ
の

あ
る

市
町

村
（

1
0
9

水
系
、
7
3
0
市
町
村
）
に
お
い
て
、
平
成

3
2
年
度
（
令
和

2
年
度
）
を
目
途
に
水
防
災
意
識
社

会
を

再
構

築
す

る
取

組
を

行
う

こ
と

と
し

、
各

流
域

に
お

い
て

、
河

川
管

理
者

・
都

道
府

県
・

市
町

村
等

か
ら

な
る

協
議

会
等

を
新

た
に

設
置

し
て

減
災

の
た

め
の

目
標

を
共

有
し

、
ハ

ー

ド
・
ソ
フ
ト
対
策
を
一
体
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

常
願

寺
川

、
神

通
川

、
庄

川
及

び
小

矢
部

川
で

は
、

こ
の

「
水

防
災

意
識

社
会

 
再

構
築

ビ

ジ
ョ

ン
」

に
基

づ
き

、
地

域
住

民
の

安
全

安
心

を
担

う
富

山
河

川
国

道
事

務
所

管
内

の
沿

川
５

市
１

町
１

村
（

富
山

市
、

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
立

山
町

、
舟

橋
村

）
、

富
山

県
、

富
山

地
方

気
象

台
、

北
陸

地
方

整
備

局
富

山
河

川
国

道
事

務
所

で
構

成
さ

れ
る

「
常

願
寺

川
、

神
通

川
、

庄
川

及
び

小
矢

部
川

大
規

模
氾

濫
に

関
す

る
減

災
対

策
協

議
会

」
（

以
下

「
本
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
平
成

2
8
年

4
月

2
1
日
に
設
立
し
た
。
 

そ
の

後
、

平
成

2
8
年

８
月

に
発

生
し

た
台

風
に

よ
る

豪
雨

災
害

に
お

い
て

中
小

河
川

に
お

い
て

も
甚

大
な

被
害

が
発

生
し

た
こ

と
を

踏
ま

え
、

県
管

理
河

川
に

お
い

て
も

減
災

対
策

に
取

り
組
む
こ
と
と
な
り
、
上
市
川
、
白
岩
川
、
下
条
川
を
追
加
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成

29
年

5
月

2
日

に
協

議
会

名
を

「
常

願
寺

川
、

神
通

川
、

庄
川

及
び

小
矢

部
川

等
大

規
模

氾
濫

に
関

す
る

減
災

対
策

協
議

会
」

に
改

め
、

協
議

会
の

構
成

は
沿

川
７

市
２

町
１

村
（

富
山

市
、

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
南

砺
市

、
立

山
町

、
舟

橋
村

、
滑

川
市

、
上

市
町

）
と

な
っ

た
。
 

さ
ら
に
は
、
平
成

2
9
年

6
月
に
水
防
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

2
9
年
法
律
第

3
1
号
）
施
行
に
よ
り
新
た
に
大
規
模
氾
濫
減
災
協
議
会
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本

協
議
会
の
規
約
を
改
正
し
、
水
防
法
に
基
づ
く
組
織
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
 

2 

令
和

元
年

東
日

本
台

風
を

は
じ

め
、

近
年

頻
発

し
て

い
る

激
甚

な
水

害
や

気
候

変
動

に
よ

る

今
後

の
降

雨
量

の
増

大
と

水
害

の
激

甚
化

・
頻

発
化

に
備

え
る

た
め

、
国

土
交

通
省

で
は

令
和

2
年

9
月
に
防
災
・
減
災
が
主
流
と
な
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
「
総
力
戦
で
挑
む
防
災
・
減

災
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

推
進

」
が

打
ち

出
さ

れ
、

そ
の

流
れ

を
踏

ま
え

「
常

願
寺

川
・

神
通

川
・

庄
川
及
び
小
矢
部
川
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
」
が
令
和

2
年

9
月

1
4
日
に
設
立
さ

れ
、

あ
ら

ゆ
る

関
係

者
に

よ
り

流
域

全
体

で
水

害
を

軽
減

さ
せ

る
取

り
組

み
が

推
進

さ
れ

る
こ

と
に
な
り
、
令
和

3
年
度
よ
り
主
に
「
ハ
ー
ド
対
策
」
に
重
点
を
置
い
た
取
組
み
が
本
格
化
し

た
。
 

こ
の

こ
と

か
ら

、
本

協
議

会
で

は
、

避
難

・
水

防
対

策
を

重
点

し
た

「
ソ

フ
ト

対
策

」
の

取

組
項
目
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

平
成

2
9
年
度
～
令
和

2
年
度
（
以
下
「
1
期
」
と
い
う
。
）
の

5
年
間
で
取
り
組
ん
で
き
た

内
容
を
総
括
し
、
次
期

5
か
年
と
な
る
令
和

3
年
度
～
令
和

7
年
度
（
以
下
「
2
期
」
と
い

う
。

）
に

お
け

る
新

た
な

取
組

項
目

お
よ

び
取

組
目

標
を

設
定

し
、

引
き

続
き

取
り

組
み

を
推

進
す
る
も
の
で
あ
る
。
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3 

本
協

議
会

で
は

、
庄

川
の

地
形

的
特

徴
や

被
害

状
況

、
現

状
の

取
組

状
況

の
共

有
を

図
る

と

と
も
に
、
主
な
水
防
災
上
の
課
題
と
し
て
以
下
を
抽
出
し
た
。
 

１
）

庄
川

は
、

我
が

国
有

数
の

急
流

河
川

で
あ

り
、

洪
水

時
の

流
水

エ
ネ

ル
ギ

ー
が

大
き

く
、

越
流
以
外
に
侵
食
や
洗
掘
に
よ
り
堤
防
が
決
壊
す
る
危
険
が
あ
る
。
 

２
）

洪
水

毎
に

河
川

の
澪

筋
が

変
化

し
、

洪
水

の
流

れ
が

複
雑

な
た

め
、

侵
食

の
発

生
箇

所

を
予
測
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
 

３
）

庄
川

下
流

域
の

低
平

地
は

扇
状

地
形

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
堤

防
の

決
壊

等
に

よ
る

浸

水
域
が
広
範
囲
と
な
り
、
短
時
間
で
氾
濫
域
が
拡
大
す
る
。
 

４
）

新
た

に
公

表
し

た
洪

水
浸

水
想

定
区

域
内

に
は

、
新

高
岡

駅
周

辺
を

は
じ

め
人

口
が

集

中
（

約
8
万

人
に

影
響

）
す

る
市

街
地

が
形

成
さ

れ
、

住
居

、
商

業
、

産
業

が
集

積
し

て
い

る
。
 

５
）

ま
た

、
市

役
所

を
は

じ
め

主
要

な
公

共
施

設
及

び
国

道
８

号
、

1
56
号

な
ど

の
主

要
幹

線

道
路

、
緊

急
輸

送
道

路
や

鉄
道

な
ど

が
短

時
間

で
浸

水
し

、
社

会
経

済
が

大
き

な
打

撃
を

受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
 

こ
の

よ
う

な
課

題
に

対
し

、
本

協
議

会
に

お
い

て
は

、
『

氾
濫

流
の

流
れ

が
速

く
、

砺

波
・

高
岡

・
射

水
市

街
地

を
含

む
広

範
囲

に
拡

散
す

る
扇

状
地

河
川

特
有

の
地

形
特

性
を

踏

ま
え

、
庄

川
の

大
規

模
水

害
に

対
し

、
「

川
や

市
街

地
を

流
れ

る
洪

水
の

理
解

と
そ

れ
に

よ

る
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

」
「

社
会

経
済

被
害

の
最

小
化

」
を

目
指

す
』

こ
と

を
目

標
と

定

め
、

令
和

7
年

度
ま

で
に

各
構

成
員

が
連

携
し

て
取

り
組

み
、

避
難

・
水

防
対

策
を

重
点

し
た

「
ソ

フ
ト

対
策

」
を

推
進

す
る

こ
と

と
し

て
、

庄
川

の
減

災
に

関
わ

る
地

域
の

取
組

方
針

（
以
下
「
取
組
方
針
」
と
い
う
。
）
を
と
り
ま
と
め
た
。
 

今
後

、
本

協
議

会
の

各
構

成
員

は
、

取
組

方
針

に
基

づ
き

連
携

し
て

減
災

対
策

に
取

り
組

み
、

毎
年

出
水

期
前

に
本

協
議

会
を

開
催

し
、

進
捗

状
況

を
定

期
的

に
確

認
す

る
な

ど
フ

ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

4 

２
．
本
協
議
会
の
構
成
員
 

本
協
議
会
の
参
加
機
関
及
び
構
成
員
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

参
加
機
関
 

構
成
員
 

富
山
市
 

高
岡
市
 

立
山
町
 

舟
橋
村
 

射
水
市
 

砺
波
市
 

小
矢
部
市
 

南
砺
市
 

滑
川
市
 

上
市
町
 

富
山
県
 
土
木
部
 
河
川
課
 

富
山
県
 
土
木
部
 
砂
防
課
 

富
山
県
 
富
山
土
木
セ
ン
タ
ー
 

富
山
県
 
富
山
土
木
セ
ン
タ
ー
 
立
山
土
木
事
務
所
 

富
山
県
 
高
岡
土
木
セ
ン
タ
ー
 

富
山
県
 
高
岡
土
木
セ
ン
タ
ー
 
小
矢
部
土
木
事
務
所
 

富
山
県
 
砺
波
土
木
セ
ン
タ
ー
 

富
山
地
方
気
象
台
 

北
陸
地
方
整
備
局
 
富
山
河
川
国
道
事
務
所
 

＜
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
＞
 

西
日
本
旅
客
鉄
道
（
株
）
金
沢
支
社
 

あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
（
株
）
 

富
山
地
方
鉄
道
（
株
）
 

万
葉
線
（
株
）
 

北
陸
電
力
（
株
）

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
部

 
水

力
土

木
チ

ー
ム
 

関
西
電
力
（
株
）
水
力
事
業
本
部
 
庄
川
水
力
セ
ン
タ
ー
 

電
源
開
発
（
株
）
中
部
支
店
 

国
土
地
理
院
 
北
陸
地
方
測
量
部
 

北
陸
地
方
整
備
局
 
立
山
砂
防
事
務
所
 

北
陸
地
方
整
備
局
 
神
通
川
水
系
砂
防
事
務
所
 

北
陸
地
方
整
備
局
 
利
賀
ダ
ム
工
事
事
務
所
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

町
 
 
長
 

村
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

町
 
 
長
 

課
 
 
長
 

課
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

気
象
台
長
 

所
 
 
長
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5 

３
．
庄
川
の
概
要
と
主
な
課
題
 

（
１
）
流
域
・
地
形
の
特
徴

①
流
域
の
特
性

庄
川

は
そ

の
源

を
岐

阜
県

高
山

市
の

烏
帽

子
岳

（
標

高
1,
6
25
m
）

と
山

中
山

の
山

中
峠

（
標
高

1
,
3
7
5
m
）
に
発
し
、
岐
阜
県
内
で
尾
上
郷
川
、
六
厩
川
、
大
白
川
等
と
合
わ
せ
て
北
流

し
、

富
山

県
に

入
り

南
砺

市
小

牧
付

近
で

利
賀

川
を

合
わ

せ
た

の
ち

砺
波

平
野

に
出

て
射

水
市

大
門
で
和
田
川
を
合
わ
せ
て
日
本
海
に
注
ぐ
、
幹
川
流
路
延
長

1
1
5
k
m
、
流
域
面
積

1
,1
8
9
k
m2

の
一
級
河
川
で
あ
る
。
 

流
域
内
に
は
、
白
山
国
立
公
園
と

3
つ
の
県
立
自
然
公
園
及
び

4
つ
の
県
定
公
園
が
存
在
す

る
等

豊
か

な
自

然
に

恵
ま

れ
て

お
り

、
庄

川
の

水
質

は
良

好
で

、
そ

の
水

は
豊

富
な

地
下

水
と

合
わ

せ
て

砺
波

平
野

及
び

射
水

平
野

を
潤

し
、

富
山

県
内

一
の

穀
倉

地
帯

を
支

え
て

い
る

と
と

も
に

、
小

牧
発

電
所

を
は

じ
め

と
す

る
水

力
発

電
な

ど
、

さ
ま

ざ
ま

な
水

利
用

が
行

わ
れ

て
お

る
。

流
域

下
流

部
に

広
が

る
扇

状
地

に
は

、
富

山
県

の
主

要
都

市
で

あ
る

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
な

ど
が

位
置

し
、

基
幹

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
し

て
、

北
陸

新
幹

線
、

あ
い

の
風

と
や

ま
鉄

道
、

北
陸

自
動

車
道

、
東

海
北

陸
自

動
車

道
、

一
般

国
道

８
号

、
1
56

号
が

あ
る

な
ど

、

交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い
る
。
 

②
洪
水
・
氾
濫
の
特
性

流
域

上
流

の
山

間
部

で
は

深
い

渓
谷

が
き

ざ
ま

れ
、

と
こ

ろ
ど

こ
ろ

で
崩

壊
地

形
が

見
ら

れ

る
。

ま
た

、
河

床
勾

配
は

、
河

口
部

は
感

潮
区

間
で

ほ
ぼ

水
平

で
あ

る
が

、
流

域
下

流
部

で
は

約
1
/
20

0
、

流
域

上
・

中
流

部
で

は
約

1
/3

0
～

1
/1
8
0
と

な
っ

て
お

り
、

我
が

国
屈

指
の

急
流

河

川
で
あ
る
。
 

流
域

の
気

候
は

、
年

較
差

の
大

き
い

日
本

海
型

気
候

に
属

す
る

多
雨

多
雪

地
帯

で
あ

り
、

特

に
流

域
上

流
部

は
有

数
の

豪
雪

地
帯

で
あ

る
。

年
間

降
水

量
は

流
域

上
流

部
で

約
3,
00
0m
m
で

あ
り

、
流

域
下

流
の

平
野

部
に

向
か

っ
て

少
な

く
な

り
、

平
野

部
で

約
2
,
2
0
0
m
m
と

な
っ

て
い

る
。
 

ま
た

、
過

去
の

庄
川

流
域

に
お

け
る

洪
水

の
多

く
は

、
台

風
に

起
因

す
る

も
の

が
多

く
見

う

け
ら
れ
る
。
 

沿
川

及
び

氾
濫

域
に

は
、

北
陸

新
幹

線
、

あ
い

の
風

と
や

ま
鉄

道
、

北
陸

自
動

車
道

、
東

海

北
陸

自
動

車
道

、
一

般
国

道
８

号
、

15
6
号

な
ど

が
整

備
さ

れ
交

通
の

要
衝

と
な

っ
て

お
り

、

ひ
と
た
び
氾
濫
が
発
生
す
れ
ば
、
交
通
機
関
に
甚
大
な
被
害
が
お
よ
ぶ
恐
れ
が
あ
る
。
 

6 

庄
川

の
地

形
は

、
庄

川
用

水
合

口
ダ

ム
付

近
を

扇
頂

と
す

る
扇

状
地

が
形

成
さ

れ
、

ひ
と

た

び
氾

濫
す

る
と

拡
散

型
の

氾
濫

形
態

と
な

り
、

人
口

・
資

産
の

集
中

す
る

高
岡

市
、

射
水

市
等

の
主
要
都
市
を
は
じ
め
、
広
範
囲
に
甚
大
な
被
害
が
お
よ
ぶ
恐
れ
が
あ
る
。
 

氾
濫

流
の

流
れ

が
速

く
、

短
時

間
で

浸
水

域
が

広
が

る
こ

と
か

ら
、

避
難

が
困

難
と

な
る

状

況
を

踏
ま

え
、

近
年

の
沿

川
住

民
の

高
齢

化
の

進
行

に
よ

り
増

加
す

る
要

配
慮

者
に

応
じ

た
円

滑
な
避
難
行
動
の
た
め
の
事
前
の
備
え
が
重
要
と
な
る
。
 

（
２
）
過
去
の
被
害
状
況
と
河
川
改
修
の
状
況

①
過
去
の
被
害

昭
和

9
年

7
月

洪
水

で
は

、
庄

川
上

流
岐

阜
県

山
岳

地
帯

に
お

い
て

未
曾

有
の

豪
雨

と
な

り
、

浅
井

村
（

現
射

水
市

）
で

堤
防

が
決

壊
し

、
死

者
2
0
名

、
負

傷
者

2
4
0
名

、
流

失
家

屋
94

棟
、

民
家
破
損
5,
4
1
8
棟
、
浸
水
家
屋
4,
0
0
9
棟
な
ど
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
 

昭
和

51
年

9
月

の
台

風
第

17
号

に
よ

る
洪

水
で

、
大

門
地

点
で

は
2,
64
6
m3
/s

の
流

量
を

記
録

し
、

こ
の

洪
水

に
よ

り
、

加
越

能
鉄

道
庄

川
橋

梁
が

落
橋

す
る

な
ど

、
流

域
内

で
は

流
失

家
屋

8
棟
、
浸
水
家
屋
4
2
棟
、
農
地
・
宅
地
の
浸
水
1
1
h
a
の
被
害
が
発
生
し
た
。
 

近
年

で
は

、
平

成
16

年
10

月
の

台
風

第
23

号
に

よ
っ

て
上

流
の

岐
阜

県
で

35
9m
m
の

降
雨

を

記
録

し
、

大
門

地
点

で
は

観
測

史
上

最
高

水
位

7
.
6
8
m
、

最
大

流
量

3
,
3
9
6
m
3 /
s
を

記
録

し
た

。

堤
防

や
河

岸
に

洗
掘

・
侵

食
に

よ
る

多
大

な
被

害
が

発
生

し
、

高
岡

市
、

新
湊

市
（

現
射

水

市
）
、
大
門
町
（
現
射
水
市
）
で
約
2
,
8
0
0
人
に
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た
。
 

②
河
川
改
修
の
状
況

平
成

2 0
年

7
月

に
策

定
し

た
「

庄
川

水
系

河
川

整
備

計
画

（
大

臣
管

理
区

間
）

」
で

は
、

洪

水
に

よ
る

災
害

の
発

生
の

防
止

又
は

軽
減

に
関

す
る

目
標

と
し

て
、

「
戦

後
最

大
洪

水
に

相
当

す
る

規
模

の
洪

水
（

基
準

地
点

雄
神

で
4
,
2
0
0
m
3 /
s
）

を
計

画
高

水
位

（
H.
W.
L
）

以
下

で
安

全

に
流

下
」

さ
せ

る
と

と
も

に
、

「
急

流
河

川
特

有
の

流
水

の
強

大
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
に

対
す

る
堤

防
の
安
全
の
確
保
」
を
可
能
と
す
る
た
め
の
整
備
を
進
め
る
と
し
て
い
る
。
 

現
状

で
は

、
背

後
地

の
状

況
を

踏
ま

え
つ

つ
、

堤
防

整
備

及
び

急
流

河
川

対
策

等
が

実
施

さ

れ
て

い
る

も
の

の
、

流
下

能
力

が
不

足
し

て
い

る
箇

所
な

ど
が

解
消

さ
れ

て
お

ら
ず

、
洪

水
に

対
し
安
全
に
流
下
で
き
る
状
態
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
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7 

庄
川
で
の
主
な
課
題
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

１
）

庄
川
は

、
我

が
国

有
数

の
急

流
河

川
で

あ
り

、
洪

水
時

の
流

水
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
大

き
く

、

越
流
以
外
に
侵
食
や
洗
掘
に
よ
り
堤
防
が
決
壊
す
る
危
険
が
あ
る
。
 

２
）

洪
水
毎

に
河

川
の

澪
筋

が
変

化
し

、
洪

水
の

流
れ

が
複

雑
な

た
め

、
侵

食
の

発
生

箇
所

を

予
測
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。
 

３
）

庄
川
下

流
域

の
低

平
地

は
扇

状
地

形
と

な
っ

て
い

る
た

め
、

堤
防

の
決

壊
等

に
よ

る
浸

水

域
が
広
範
囲
と
な
り
、
短
時
間
で
氾
濫
域
が
拡
大
す
る
。
 

４
）

新
た
に

公
表

し
た

洪
水

浸
水

想
定

区
域

内
に

は
、

新
高

岡
駅

周
辺

を
は

じ
め

人
口

が
集

中

(
約
８
万
人
に
影
響
)
す
る
市
街
地
が
形
成
さ
れ
、
住
居

、
商
業

、
産
業
が
集
積
し
て
い
る
。
 

５
）

ま
た

、
市

役
所

を
は

じ
め

主
要

な
公

共
施

設
及

び
国

道
８

号
、

1
5
6
号

な
ど

の
主

要
幹

線

道
路

、
緊

急
輸

送
道

路
や

鉄
道

な
ど

が
短

時
間

で
浸

水
し

、
社

会
経

済
が

大
き

な
打

撃
を

受

け
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
 

■
取
組
の
方
向
性

今
後

、
気

候
変

動
に

よ
り

、
施

設
能

力
を

上
回

る
洪

水
の

発
生

頻
度

が
高

ま
る

こ
と

が
予

想

さ
れ

る
こ

と
を

踏
ま

え
る

と
、

こ
れ

ら
の

課
題

に
対

し
て

、
行

政
や

住
民

等
の

各
主

体
が

意
識

を
変

革
し

、
社

会
全

体
で

洪
水

氾
濫

に
備

え
る

必
要

が
あ

り
、

本
協

議
会

に
お

い
て

は
、

想
定

し
得

る
最

大
規

模
の

洪
水

に
対

し
「

川
や

市
街

地
を

流
れ

る
洪

水
の

理
解

と
そ

れ
に

よ
る

迅
速

か
つ

確
実

な
避

難
」

や
「

社
会

経
済

被
害

の
最

小
化

」
を

目
指

す
こ

と
と

し
て

、
主

に
以

下
の

取
組

を
行

う
も

の
と

す
る

。
な

お
、

ハ
ー

ド
対

策
は

令
和

３
年

４
月

よ
り

流
域

治
水

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

協
議

会
へ

移
行

さ
れ

た
が

、
本

協
議

会
に

お
い

て
も

関
連

深
い

取
組

が
多

い
こ

と
か

ら
、

引
き
続
き
取
組
状
況
調
査
を
把
握
し
て
い
く
。
 

・
各

関
係

機
関

が
参

画
し

た
「

庄
川

・
小

矢
部

川
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
検

討
専

門
部

会
」

に
お

け
る

河
川

の
特

性
等

を
踏

ま
え

た
大

規
模

水
害

時
の

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

の
策

定
、

洪
水

浸
水

想
定

区

域
図

を
踏

ま
え

て
、

家
屋

倒
壊

等
氾

濫
想

定
区

域
、

浸
水

深
や

氾
濫

流
の

流
速

等
よ

り
、

そ

の
場

に
留

ま
ら

な
い

「
立

ち
退

き
避

難
区

域
」

の
検

討
及

び
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

へ
の

反
映

、

浸
水
継
続
時
間
の
短
縮
を
図
る
た
め
の
排
水
計
画
の
検
討
 
な
ど

こ
の

よ
う

な
取

組
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

「
水

防
災

意
識

社
会

」
の

再
構

築
を

目
指

す

も
の
と
す
る
。
 

8 

４
．
現
状
の
取
組
状
況
 

庄
川
流
域
に
お
け
る
減
災
対
策
に
つ
い
て
、
各
構
成
員
で
現
状
を
確
認
し
課
題
を
抽
出
し

た
結
果
、
概
要
と
し
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

①
地
域
住
民
の
急
流
河
川
特
有
の
洪
水
の
理
解
に
関
す
る
事
項

※
○
：
現
状
、
●
：
課
題
（
以
下
同
様
）

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

急
流
河
川
特
有
の
洪
水
 

の
理
解
 

○
平

成
1
6
年

1
0
月

洪
水

に
よ

り
観

測
史

上
最

高
水

位
を

記
録

し
た

が
、

国
管

理
区

間
に

お
い

て
氾

濫
流

に
よ

る
浸

水
被

害
は

ほ
と

ん
ど

無
く

、
ま

た
、

近
年

は
氾

濫
被

害
が

発
生

し
て
い
な
い
。

●
治

水
事

業
の

進
展

等
に

よ
る

被
害

発
生

頻
度

の
減

少
に

よ
り

、
地

域
住

民
の

防
災

意
識

が
低

い
状

況

で
あ
る
。

A

●
過

去
に

洪
水

や
氾

濫
被

害
を

経
験

し
て

い
る

人
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
。

B 
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②
情
報
伝
達
、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

洪
水
時
に
お
け
る
河
川
 

管
理
者
か
ら
の
情
報
 

提
供
等
の
内
容
及
び
 

タ
イ
ミ
ン
グ

○
庄

川
（

国
管

理
区

間
）

に
お

い
て

想
定

最
大

規
模

及
び

河

川
整

備
基

本
方

針
に

基
づ

く
計

画
規

模
の

外
力

に
よ

る
洪

水
浸

水
想

定
区

域
図

を
富

山
河

川
国

道
事

務
所

の
H
P
等

で

公
表
し
て
い
る
。

○
和

田
川

に
お

い
て

計
画

規
模

の
外

力
に

よ
る

浸
水

想
定

区

域
図
を
H
P
等
で
公
表
し
て
い
る
。

○
避

難
指

示
の

発
令

判
断

の
目

安
と

な
る

氾
濫

危
険

情
報

の

発
表

等
の

洪
水

予
報

を
富

山
河

川
国

道
事

務
所

と
気

象
台

の
共
同
で
実
施
し
て
い
る
。

○
富

山
県

管
理

区
間

（
和

田
川

）
で

は
、

水
位

到
達

情
報

の

提
供
に
よ
り
水
位
周
知
を
実
施
し
て
い
る
。

○
災

害
発

生
の

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

は
、

富
山

河
川

国
道

事

務
所

長
か

ら
沿

川
自

治
体

の
首

長
に

情
報

伝
達

（
ホ

ッ
ト

ラ
イ
ン
）
を
実
施
し
て
い
る
。

●
浸

水
想

定
区

域
図

等
が

洪
水

に
対

す
る

リ
ス

ク
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

●
中

小
河

川
に

お
け

る
水

害
危

険
性

の
周

知
促

進
が

求
め
ら
れ
る
。

C

※
D
は
、
1
期
に
削
除
さ
れ
た

N
o
旧

3
2
の
み
の
該
当
で
あ
っ
た
た
め
欠
番

10
 

②
情
報
伝
達
、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

避
難
指
示
等
の
発
令
基
準
 

○
地

域
防

災
計

画
に

具
体

的
な

避
難

勧
告

の
発

令
基

準
や

対

象
地

域
を

明
記

し
て

い
る

。
（

国
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
案
）
に
基
づ
く
見
直
し
済
）

○
庄

川
本

川
（

国
管

理
区

間
）

に
お

け
る

避
難

勧
告

等
の

発

令
に

着
目

し
た

防
災

行
動

計
画

（
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
）

を
作

成
し
て
い
る
。

●
避

難
指

示
等

の
発

令
に

着
目

し
た

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

が
実

態
に

合
っ

た
も

の
に

な
っ

て
い

る
か

が
懸

念

さ
れ
る
。

●
警
戒
避
難
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

E 

避
難
場
所
・
避
難
経
路
 

○
避

難
場

所
と

し
て

、
公

共
施

設
を

指
定

し
、

計
画

規
模

の

洪
水

に
対

す
る

水
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

で
周

知
し

て
い

る
。

●
大

規
模

氾
濫

に
よ

る
避

難
者

数
の

増
加

や
避

難
場

所
、

避
難

経
路

が
浸

水
や

土
砂

災
害

が
発

生
す

る

場
合

に
は

、
住

民
の

避
難

が
適

切
に

行
え

な
い

こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

F 

●
大

規
模

氾
濫

に
よ

る
避

難
場

所
周

辺
の

浸
水

継
続

時
間

が
長

期
に

渡
る

場
合

に
は

、
住

民
等

が
長

期

に
わ
た
り
孤
立
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

G 

●
避

難
に

関
す

る
情

報
は

水
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

で
周

知
し

て
い

る
が

、
住

民
等

に
十

分
に

認
知

さ

れ
て
い
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。

H 

-27-
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②
情
報
伝
達
、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

住
民
等
へ
の
情
報
伝
達
 

の
体
制
や
方
法
 

○
防

災
行

政
無

線
に

よ
る

サ
イ

レ
ン

吹
鳴

及
び

避
難

指
示

等
の

放
送

、
災

害
情

報
や

緊
急

速
報

の
メ

ー
ル

配
信

、
Ｓ

Ｎ
Ｓ

、

緊
急

告
知

Ｆ
Ｍ

ラ
ジ

オ
、

広
報

車
に

よ
る

周
知

、
報

道
機

関

へ
の
情
報
提
供
等
を
実
施
し
て
い
る
。

○
河

川
管

理
者

、
ダ

ム
管

理
者

等
か

ら
WE

B
等

を
通

じ
た

河
川

水
位

、
ダ

ム
放

流
、

ラ
イ

ブ
映

像
情

報
な

ど
を

住
民

等
に

情

報
提
供
し
て
い
る
。

○
平

成
2
8
年

8
月

に
富

山
県

総
合

防
災

シ
ス

テ
ム

を
更

新
し

、

Ｌ
ア

ラ
ー

ト
等

を
活

用
し

て
報

道
機

関
と

連
携

し
た

住
民

等

へ
の

情
報

提
供

（
災

害
対

策
本

部
設

置
、

避
難

指
示

、
被

害

情
報
等
）
を
開
始
し
た
。

●
大

雨
・

暴
風

に
よ

り
防

災
行

政
無

線
が

聞
き

取
り

に
く

い
状

況
や

浸
水

に
よ

る
停

電
に

よ
り

情
報

発
信

で
き

な

い
お
そ
れ
が
あ
る
。

I 

●
W
E
B
等

に
よ

り
各

種
情

報
を

提
供

し
て

い
る

が
、

住
民

自
ら

が
情

報
を

入
手

す
る

ま
で

に
至

っ
て

い
な

い
懸

念

が
あ
る
。

J 

●
災

害
時

に
国

・
県

・
市

に
お

い
て

WE
B
や

メ
ー

ル
配

信

に
よ

る
情

報
発

信
を

行
っ

て
い

る
が

、
一

部
の

利
用

に

と
ど

ま
っ

て
い

る
た

め
、

広
く

周
知

・
啓

発
を

行
い

、

利
用
者
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た

、
大

規
模

工
場

等
が

被
害

を
受

け
た

場
合

、
社

会

的
影
響
が
大
き
い
懸
念
が
あ
る
。

K 

●
住

民
の

避
難

行
動

の
判

断
に

必
要

な
氾

濫
原

を
共

有
す

る
他

水
系

の
防

災
情

報
や

切
迫

が
伝

わ
る

ラ
イ

ブ
映

像

等
が
提
供
で
き
て
い
な
い
懸
念
が
あ
る
。

L 

●
水

害
・

土
砂

災
害

関
連

の
記

者
発

表
内

容
や

情
報

提
供

サ
イ

ト
等

に
つ

い
て

、
内

容
や

用
語

の
分

か
り

や
す

さ

に
懸
念
が
あ
る
。

L
1
 

●
住

民
の

避
難

行
動

（
水

害
・

土
砂

災
害

）
の

た
め

の
ト

リ
ガ

ー
と

な
る

情
報

が
明

確
に

な
っ

て
い

な
い

懸
念

が

あ
る
。

L
2
 

12
 

②
情
報
伝
達
、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

避
難
誘
導
体
制
 

○
避

難
誘

導
は

、
警

察
、

消
防

機
関

、
自

主
防

災
組

織
、

水

防
団
員
（
消
防
団
員
）
と
協
力
し
て
実
施
し
て
い
る
。

●
災

害
時

の
具

体
的

な
避

難
支

援
や

避
難

誘
導

体
制

が

確
立

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
特

に
要

配
慮

者
等

の
迅

速
な
避
難
が
確
保
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。

M 

③
水
防
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

河
川
水
位
等
に
係
る
 

情
報
提
供
 

○
国

土
交

通
省

、
富

山
県

が
基

準
観

測
所

の
水

位
に

よ
り

水

防
警

報
を

発
表

し
て

い
る

。
水

防
団

員
へ

は
Ｆ

Ａ
Ｘ

等
に

よ
り
情
報
提
供
し
て
い
る
。

○
災

害
発

生
の

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

は
、

富
山

河
川

国
道

事

務
所

長
か

ら
沿

川
自

治
体

の
首

長
に

情
報

伝
達

（
ホ

ッ
ト

ラ
イ
ン
）
を
し
て
い
る
。

●
急

流
河

川
で

は
、

洪
水

毎
に

澪
筋

が
変

化
し

、
洪

水
の

流
れ

が
複

雑
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
適

切
に

水

防
活

動
を

実
施

す
べ

き
箇

所
を

特
定

し
、

共
有

す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

N 

●
急

流
河

川
の

特
性

や
水

防
活

動
に

時
間

を
要

す
る

現
地

の
特

性
等

も
踏

ま
え

た
、

迅
速

か
つ

適
切

な

水
防
活
動
に
懸
念
が
あ
る
。

O 

-28-
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③
水
防
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

河
川
の
巡
視
区
間
 

○
出

水
期

前
に

、
自

治
体

、
水

防
団

等
と

重
要

水
防

箇
所

の

合
同

巡
視

を
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
出

水
時

に
は

、
水

防
団

等
と

河
川

管
理

者
が

そ
れ

ぞ
れ

河
川

巡
視

を
実

施
し

て
い
る
。

○
地

域
防

災
計

画
に

よ
り

、
浸

水
被

害
が

予
想

さ
れ

る
箇

所

を
巡
回
し
、
現
状
把
握
に
努
め
て
い
る
。

●
河

川
巡

視
等

で
得

ら
れ

た
情

報
に

つ
い

て
、

水
防

団
等

と
河

川
管

理
者

で
共

有
が

不
十

分
で

あ
り

、

適
切
な
水
防
活
動
に
懸
念
が
あ
る
。

P 

●
水

防
団

員
が

減
少

・
高

齢
化

等
し

て
い

る
中

で
そ

れ
ぞ

れ
の

受
け

持
ち

区
間

全
て

を
回

り
き

れ
な

い

こ
と
や
、
定
時
巡
回
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

Q 

●
水

防
活

動
を

担
う

水
防

団
員

（
消

防
団

員
）

は
、

水
防

活
動

に
関

す
る

専
門

的
な

知
見

等
を

習
得

す

る
機

会
が

少
な

く
、

的
確

な
水

防
活

動
が

で
き

な

い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

R 

水
防
資
機
材
の
整
備
状
況
 

○
各

機
関

の
水

防
倉

庫
等

に
水

防
資

機
材

を
備

蓄
し

て
い

る
。

●
水

防
資

機
材

の
不

足
、

劣
化

状
況

の
確

認
、

各
機

関
の

備
蓄

情
報

の
共

有
等

が
不

十
分

で
あ

り
、

適

切
な
水
防
活
動
に
懸
念
が
あ
る
。

●
水

防
団

員
の

高
齢

化
や

人
数

の
減

少
に

よ
り

従
来

の
水

防
工

法
で

は
迅

速
に

実
施

で
き

る
か

懸
念

が

あ
る
。

S 

●
鬼

怒
川

で
の

堤
防

決
壊

箇
所

の
復

旧
内

容
を

踏
ま

え
、

庄
川

で
の

堤
防

決
壊

時
の

資
機

材
に

つ
い

て
、

配
備

箇
所

の
見

直
し

を
含

め
た

再
確

認
が

必

要
で
あ
る
。

T 

14
 

④
氾
濫
水
の
排
水
、
施
設
運
用
等
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

排
水
施
設
、
排
水
 

資
機
材
の
操
作
・
運
用
 

○
排

水
ポ

ン
プ

車
や

照
明

車
等

の
災

害
対

策
車

両
・

機
器

に

お
い

て
平

常
時

か
ら

定
期

的
な

保
守

点
検

を
行

う
と

と
も

に
、

機
械

を
扱

う
職

員
等

へ
の

訓
練

・
教

育
も

実
施

し
、

災
害
発
生
に
よ
る
出
動
体
制
を
確
保
し
て
い
る
。

○
樋

門
・

陸
閘

の
操

作
点

検
を

出
水

期
前

に
実

施
し

て
い

る
。

○
雨

水
ポ

ン
プ

場
等

に
よ

る
排

水
活

動
及

び
ポ

ン
プ

委
託

に

よ
る
内
水
排
除
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

●
排

水
す

べ
き

水
の

ボ
リ

ュ
ー

ム
が

大
き

く
、

現
状

の
施

設
配

置
計

画
で

は
、

今
後

想
定

さ
れ

る
大

規

模
浸

水
に

対
す

る
社

会
経

済
機

能
の

早
期

回
復

に

向
け
た
対
応
を
行
え
な
い
懸
念
が
あ
る
。

U 

●
現

状
に

お
い

て
社

会
経

済
機

能
の

早
期

回
復

の
た

め
に

有
効

な
排

水
計

画
が

な
い

た
め

、
既

存
の

排

水
施

設
、

排
水

系
統

も
考

慮
し

つ
つ

排
水

計
画

を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

V 

既
存
ダ
ム
に
お
け
る
 

洪
水
調
節
の
現
状
 

○
洪
水
調
節
機
能
を
有
す
る
境
川
ダ
ム
、
利
賀
川
ダ
ム
、
和

田
川
ダ
ム
な
ど
で
、
洪
水
を
貯
留
す
る
こ
と
に
よ
り
、
下

流
域
の
被
害
を
軽
減
さ
せ
て
い
る
。

-29-
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⑤
河
川
管
理
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

堤
防
等
河
川
管
理
施
設
 

の
現
状
の
整
備
状
況
 

及
び
今
後
の
整
備
内
容
 

○
急

流
河

川
対

策
と

し
て

、
河

川
の

洗
掘

や
侵

食
に

対
す

る

安
全

度
や

背
後

地
の

状
況

等
を

踏
ま

え
、

護
岸

等
の

整
備

を
推
進
し
て
い
る
。

○
計

画
断

面
に

満
た

な
い

堤
防

や
流

下
能

力
が

不
足

す
る

箇

所
に
対
し
、
堤
防
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。

●
計

画
断

面
に

対
し

て
高

さ
や

幅
が

不
足

し
て

い
る

堤
防

や
流

下
能

力
が

不
足

し
て

い
る

箇
所

が
あ

り
、
洪
水
に
よ
り
氾
濫
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

W 

●
堤

防
の

漏
水

や
侵

食
・

洗
掘

な
ど

越
水

以
外

に
も

洪
水

や
土

砂
・

洪
水

氾
濫

に
対

す
る

リ
ス

ク
が

高

い
箇
所
が
存
在
し
て
い
る
。

●
今

後
、

気
候

変
動

に
よ

り
、

施
設

能
力

を
上

回
る

洪
水

の
発

生
頻

度
が

高
ま

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る

な
か
で
、
被
害
の
軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

X 

16
 

５
．
減
災
の
た
め
の
目
標
 

急
流

河
川

特
有

の
洪

水
の

理
解

や
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

、
水

防
活

動
等

を
実

施
す

る
た

め
、

各
構

成
員

が
連

携
し

て
令
和

7
年
度

ま
で

に
達

成
す

べ
き

減
災

目
標

を
以

下
の

と
お

り
と

す
る

。
 

【令
和
７
年
度
ま
で
に

達
成

す
べ

き
目

標
】
 

 
氾

濫
流

の
流

れ
が

速
く

、
砺

波
・
高

岡
・
射

水
市

街
地

を
含

む
広

範
囲

に

拡
散

す
る

扇
状

地
河

川
特

有
の

地
形

特
性

を
踏

ま
え

、
庄

川
の

大
規

模
水

害
に

対
し

、
『
川

や
市

街
地

を
流

れ
る

洪
水

の
理

解
と

そ
れ

に
よ

る
迅

速
か

つ

確
実

な
避

難
』
『
社

会
経

済
被

害
の

最
小

化
』
を

目
標

と
す

る
。
 

※
大

規
模

水
害

・
・
・
・
・
想

定
し

得
る

最
大

規
模

降
雨

に
伴

う
洪

水
氾

濫
に

よ
る

被
害

。

※
川

を
流

れ
る

洪
水

・
・
・
・
水

位
が

急
激

に
上

昇
す

る
。

流
れ

の
エ

ネ
ル

ギ
ー

が
大

き
く
、

予
測

困
難

な
堤

防
の

侵
食

が
発

生
す

る
。

※
市

街
地

を
流

れ
る

洪
水

・
・
・
・
・
一

旦
堤

防
が

決
壊

す
る

と
勢

い
の

あ
る

水
が

短
時

間
で

市
街

地
に

広
が

る
。

※
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

・
・
・
・
・
水

深
が

浅
く
て

も
歩

行
で

き
な

い
状

況
と

な
る

前
に

安
全

な
場

所
へ

の
避

難
。

※
社

会
経

済
被

害
の

最
小

化
・
・
・
・
・
大

規
模

水
害

に
よ

る
社

会
経

済
被

害
を

軽
減

し
、

早
期

に
経

済
活

動
を

再
開

で
き

る
状

態
。

上
記

目
標

の
達

成
に

向
け

、
庄

川
な

ど
に

お
い

て
、

河
川

管
理

者
が

実
施

す
る

堤
防

整
備

等
の

洪
水

を
安

全
に

流
す

対
策

に
加

え
、

以
下

の
取

り
組

み
を

実
施

す
る

。
 

①
急
流
河
川
特
有
の
洪
水
現
象
に
つ
い
て
理
解
を
頂
く
た
め
の
周
知
・
理
解
促
進
の
取
り
組
み

②
庄

川
の

特
性

を
踏

ま
え

た
大

規
模

水
害

に
お

け
る

避
難

行
動

の
た

め
の

取
り

組
み

③
洪

水
氾

濫
に

よ
る

被
害

軽
減

や
避

難
時

間
確

保
の

た
め

の
水

防
活

動
等

の
取

り
組

み

④
一

刻
も

早
く
社

会
経

済
活

動
を

回
復

さ
せ

る
た

め
の

排
水

活
動

の
取

り
組

み
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６
．
令
和

7
年
度
ま
で
に
実
施
す
る
取
組
（
2
期
）
 

氾
濫

が
発

生
す

る
こ

と
を

前
提

と
し

て
、

社
会

全
体

で
、

総
力

戦
で

挑
む

防
災

・
減

災
プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
、
各
構
成
員
が
取
り
組
む
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

18
 

2
期
 

項
目
N
o
.
 
減
災
の
た
め
の
取
組
項
目
 

課
題
の
対
応
 

取
組
機
関
 

１
洪
水
予
測
や
水
位
情
報
の

情
報
強
化
 

Ｉ
，
Ｌ
１
,Ｌ

２
 

北
陸
地
整
、
気
象
台
、
富
山
県
、

射
水
市
、
南
砺
市
 

２
水
防
活
動
の
啓
発
 

Ｎ
，

Ｏ
，

Ｐ
，

Ｑ
，

Ｒ

，
Ｓ
 

北
陸
地
整
、
気
象
台
、
富
山
県
、

富
山
市
、
高
岡
市
、
射
水
市
、
砺

波
市
、
小
矢
部
市
、
南
砺
市

３
水
害
リ
ス
ク
共
有
 

Ｃ
，

Ｅ
，

Ｆ
，

Ｇ
，

Ｈ

，
Ｉ

，
Ｊ

，
Ｋ

，
Ｌ

，

Ｌ
１
，
Ｌ
２
,
Ｍ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富
山
市
、

高
岡
市
、
射
水
市
、
砺
波
市
、
小

矢
部
市
、
南
砺
市

４
排
水
体
制
の
促
進
 

Ｕ
，
Ｖ
，
Ｘ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富
山
市
、

高
岡
市
、
射
水
市
、
小
矢
部
市

５
ダ
ム
等
の
洪
水
調
節
機
能

の
向
上
・
確
保
 

Ｗ
,
Ｘ
 

北
陸
地
整
、
気
象
台
、
富
山
県
、

射
水
市

６
避
難
対
策
 

Ｅ
,
Ｆ
，
Ｇ
，
Ｈ
，
Ｍ
 

北
陸
地
整
、
気
象
台
、
富
山
県
、

富
山
市
、
高
岡
市
、
射
水
市
、
砺

波
市
、
小
矢
部
市
、
南
砺
市

７
水
防
災
教
育
の
啓
発
 

Ａ
，
Ｂ
，
Ｃ
，
Ｊ
 

北
陸
地
整
、
気
象
台
、
富
山
県
、

富
山
市
、
高
岡
市
、
射
水
市
、
砺

波
市
、
小
矢
部
市
、
南
砺
市

８
要
配
慮
者
支
援
 

Ｍ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富
山
市
、

高
岡
市
、
射
水
市
、
砺
波
市
、
小

矢
部
市
、
南
砺
市

９
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
活
用
促

進
 

Ｅ
，
Ｍ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富
山
市
、

高
岡
市
、
射
水
市
、
砺
波
市
、
小

矢
部
市
、
南
砺
市

1
0

広
域
避
難
計
画
の
策
定
及

び
支
援
 

Ｅ
，
Ｆ
，
Ｇ
，
Ｈ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富
山
市
、

高
岡
市
、
射
水
市
、
砺
波
市
、
小

矢
部
市
、
南
砺
市

1
1

洪
水
を
安
全
に
流
す
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
の
推
進
 

Ｗ
，
Ｘ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県

1
2

水
防
資
機
材
の
検
討
及
び

配
置
 

Ｌ
，
Ｎ
，
Ｏ
，
Ｐ
，
Ｒ

，
Ｔ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
高
岡
市
、

射
水
市
、
砺
波
市
、
小
矢
部
市
、

南
砺
市
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19
 

2
期
 

項
目
N
o
.
 
減
災
の
た
め
の
取
組
項
目
 

課
題
の
対
応
 

取
組
機
関
 

1
3

流
木
や
土
砂
の
影
響
へ
の

対
策
 

Ｗ
 

富
山
県

1
4

災
害
時
の
拠
点
施
設
に
対

す
る
対
策
 

Ｆ
，
Ｇ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
高
岡
市
、

射
水
市
、
砺
波
市
、
小
矢
部
市
、

南
砺
市

1
5

民
間
企
業
の
水
害
対
策
 

Ｋ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
富
山
市
、

高
岡
市
、
射
水
市
、
砺
波
市
、
小

矢
部
市
、
南
砺
市

※
1
1
～
1
5
は
ハ
ー
ド
対
策
も
兼
ね
た
取
組
項
目

20
 

７
．
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
 

各
機

関
の

取
組

内
容

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

、
防

災
業

務
計

画
や

地
域

防
災

計
画

、

河
川

整
備

計
画

等
に

反
映

す
る

こ
と

で
責

任
を

明
確

に
し

、
組

織
的

、
計

画
的

、
継

続
的

に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

原
則

、
本

協
議

会
を

毎
年

出
水

期
前

に
開

催
し

、
取

組
の

進
捗

状
況

を
確

認
し

、
必

要
に

応

じ
て

取
組

方
針

を
見

直
す

こ
と

と
す

る
。

ま
た

、
実

施
し

た
取

組
に

つ
い

て
も

訓
練

等
を

通
じ

て
習
熟
、
改
善
を
図
る
な
ど
、
継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
 

庄
川

で
は

、
平

成
３

１
年

３
月

に
想

定
最

大
規

模
の

浸
水

想
定

区
域

図
が

公
表

さ
れ

た
こ

と

を
う

け
、

沿
川

自
治

体
（

富
山

市
、

高
岡

市
、

射
水

市
、

砺
波

市
、

小
矢

部
市

、
南

砺
市

）
に

お
い
て
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
、
周
知
（
配
布
、
H
P
公
表
等
）
が
完
了
し
た
。
今
後
と

も
、

本
協

議
会

幹
事

会
等

の
場

を
活

用
し

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
活

用
を

推
進

し
て

い
く

も
の

と
す
る
。
 

ま
た

、
新

た
な

取
組

方
針

が
示

さ
れ

た
場

合
や

新
技

術
の

動
向

を
踏

ま
え

、
適

宜
、

取
組

方

針
を
見
直
す
こ
と
と
す
る
。
 

以
上
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総
力
戦
で
挑
む
防
災
・
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
に
基
づ
く
 

小
矢
部
川
流
域
の
減
災
に
係
る
取
組
方
針
 

令
和
５
年
６
月

常
願

寺
川

、
神

通
川

、
庄

川
及

び
小

矢
部

川
等

大
規

模
氾

濫
に

関
す

る
減

災
対

策
協

議
会

 

 
資

料
３

－
４

 

目
 
 
次

１
．
 
は
じ
め
に
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
．
１

２
．
 
本
協
議
会
の
構
成
員
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
．
４

３
．
 
小
矢
部
川
の
概
要
と
主
な
課
題
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
．
５

４
．
 
現
状
の
取
組
状
況
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
．
８

５
．
 
減
災
の
た
め
の
目
標
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
．
１
５

６
．
 
令
和
７
年
度
ま
で
に
実
施
す
る
取
組
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
．
１
６

７
．
 
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
Ｐ
．
１
９
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1 

１
．
は
じ
め
に
 

平
成

2
7
年

9
月
関
東
・
東
北
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
鬼
怒
川
の
下
流
部
は
堤
防
が
決
壊
す
る

な
ど

、
氾
濫

流
に

よ
る

家
屋

の
倒

壊
・

流
失

や
広

範
囲

か
つ

長
期

間
の

浸
水

が
発

生
し

た
。

ま

た
、

こ
れ
ら

に
避

難
の

遅
れ

も
加

わ
り

、
近

年
の

水
害

で
は

類
を

見
な

い
ほ

ど
の

多
数

の
孤

立

者
が

発
生
し

た
。

こ
の

よ
う

な
こ

と
か

ら
、

国
土

交
通

大
臣

か
ら

社
会

資
本

整
備

審
議

会
会

長

に
対

し
て
「

大
規

模
氾

濫
に

対
す

る
減

災
の

た
め

の
治

水
対

策
の

あ
り

方
に

つ
い

て
」

が
諮

問

さ
れ
、
平
成

2
7
年

1
2
月

10
日
に
「
大
規
模
氾
濫
に
対
す
る
減
災
の
た
め
の
治
水
対
策
の
あ

り
方

に
つ
い

て
～

社
会

意
識

の
変

革
に

よ
る

「
水

防
災

意
識

社
会

」
の

再
構

築
に

向
け

て
～

」

が
答
申
さ
れ
た
。
 

国
土

交
通

省
で

は
、

こ
の

答
申

を
踏

ま
え

、
新

た
に

「
水

防
災

意
識

社
会

 
再

構
築

ビ
ジ

ョ

ン
」

と
し

て
、

全
て

の
直

轄
河

川
と

そ
の

氾
濫

に
よ

り
浸

水
の

お
そ

れ
の

あ
る

市
町

村
（

1
0
9

水
系
、
7
3
0
市
町
村
）
に
お
い
て
、
平
成

32
年
度
（
令
和

2
年
度
）
を
目
途
に
水
防
災
意
識
社

会
を

再
構
築

す
る

取
組

を
行

う
こ

と
と

し
、

各
流

域
に

お
い

て
、

河
川

管
理

者
・

都
道

府
県

・

市
町

村
等

か
ら

な
る

協
議

会
等

を
新

た
に

設
置

し
て

減
災

の
た

め
の

目
標

を
共

有
し

、
ハ

ー

ド
・
ソ
フ
ト
対
策
を
一
体
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

常
願

寺
川

、
神

通
川

、
庄

川
及

び
小

矢
部

川
で

は
、

こ
の

「
水

防
災

意
識

社
会

 
再

構
築

ビ

ジ
ョ

ン
」

に
基

づ
き

、
地

域
住

民
の

安
全

安
心

を
担

う
富

山
河

川
国

道
事

務
所

管
内

の
沿

川
5

市
1
町

1
村
（
富
山
市
、
高
岡
市
、
射
水
市
、
砺
波
市
、
小
矢
部
市
、
立
山
町
、
舟
橋
村
）
、

富
山

県
、
富

山
地

方
気

象
台

、
北

陸
地

方
整

備
局

富
山

河
川

国
道

事
務

所
で

構
成

さ
れ

る
「

常

願
寺

川
、
神

通
川

、
庄

川
及

び
小

矢
部

川
大

規
模

氾
濫

に
関

す
る

減
災

対
策

協
議

会
」

（
以

下

「
本
協
議
会
」
と
い
う
。
）
を
平
成

2
8
年

4
月

2
1
日
に
設
立
し
た
。
 

そ
の
後
、
平
成
2
8
年
8
月
に
発
生
し
た
台
風
に
よ
る
豪
雨
災
害
に
お
い
て
中
小
河
川
に
お
い
て

も
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
県
管
理
河
川
に
お
い
て
も
減
災
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
と
な
り
、
上
市
川
、
白
岩
川
、
下
条
川
を
追
加
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
2
9
年
5
月
2
日
に

協
議
会
名
を
「
常
願
寺
川
、
神
通
川
、
庄
川
及
び
小
矢
部
川
等
大
規
模
氾
濫
に
関
す
る
減
災
対

策
協
議
会
」
に
改
め
、
協
議
会
の
構
成
は
沿
川
7
市

2
町
1
村
（
富
山
市
、
高
岡
市
、
射
水
市
、

砺
波
市
、
小
矢
部
市
、
南
砺
市
、
立
山
町
、
舟
橋
村
、
滑
川
市
、
上
市
町
）
と
な
っ
た
。
 

さ
ら
に
は
、
平
成

2
9
年

6
月
に
水
防
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成

2
9
年
法
律
第

3
1
号
）
施
行
に
よ
り
新
た
に
大
規
模
氾
濫
減
災
協
議
会
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本

協
議
会
の
規
約
を
改
正
し
、
水
防
法
に
基
づ
く
組
織
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。
 

2 

令
和

元
年

東
日

本
台

風
を

は
じ

め
、

近
年

頻
発

し
て

い
る

激
甚

な
水

害
や

気
候

変
動

に
よ

る

今
後

の
降
雨

量
の

増
大

と
水

害
の

激
甚

化
・

頻
発

化
に

備
え

る
た

め
、

国
土

交
通

省
で

は
令

和

2
年

9
月
に
防
災
・
減
災
が
主
流
と
な
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
「
総
力
戦
で
挑
む
防
災
・
減

災
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

の
推

進
」

が
打

ち
出

さ
れ

、
そ

の
流

れ
を

踏
ま

え
「

常
願

寺
川

・
神

通
川

・

庄
川
及
び
小
矢
部
川
流
域
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議
会
」
が
令
和

2
年

9
月

1
4
日
に
設
立
さ

れ
、

あ
ら
ゆ

る
関

係
者

に
よ

り
流

域
全

体
で

水
害

を
軽

減
さ

せ
る

取
り

組
み

が
推

進
さ

れ
る

こ

と
に
な
り
、
令
和

3
年
度
よ
り
主
に
「
ハ
ー
ド
対
策
」
に
重
点
を
置
い
た
取
組
み
が
本
格
化
し

た
。
 

こ
の

こ
と

か
ら

、
本

協
議

会
で

は
、

避
難

・
水

防
対

策
を

重
点

し
た

「
ソ

フ
ト

対
策

」
の

取

組
項
目
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 

平
成

2
9
年
度
～
令
和

2
年
度
（
以
下
「
1
期
」
と
い
う
。
）
の

5
年
間
で
取
り
組
ん
で
き
た

内
容
を
総
括
し
、
次
期

5
か
年
と
な
る
令
和

3
年
度
～
令
和

7
年
度
（
以
下
「
2
期
」
と
い
う
。）

に
お

け
る
新

た
な

取
組

項
目

お
よ

び
取

組
目

標
を

設
定

し
、

引
き

続
き

取
り

組
み

を
推

進
す

る

も
の
で
あ
る
。
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3 

本
協

議
会

で
は

、
小

矢
部

川
の

地
形

的
特

徴
や

被
害
状

況
、

現
状

の
取

組
状

況
の

共
有

を
図

る

と
と
も
に
、
主
な
水
防
災
上
の
課
題
と
し
て
以
下
を
抽
出
し
た
。
 

１
）

小
矢

部
川

は
庄

川
に

よ
っ

て
形

成
さ

れ
た

扇
状

地
の

西
側

扇
端

付
近

に
沿

っ
て

蛇
行

し

な
が

ら
流

下
し

て
お

り
、

湾
曲

部
の

流
速

差
に

よ
り

粘
性

土
が

た
ま

り
や

す
く

、
現

況
堤

防
が

旧
河

道
上

に
築

堤
さ

れ
て

い
る

箇
所

が
多

い
こ

と
か

ら
、

浸
透

等
に

よ
り

堤
防

が
決

壊
す
る
危
険
が
あ
る
。
 

２
）

小
矢

部
川

で
は

短
時

間
降

雨
に

伴
い

家
屋

等
の

浸
水

被
害

が
発

生
し

た
実

績
が

あ
り

、

急
激
に
水
位
が
上
昇
す
る
。
 

３
）

湾
曲

部
な

ど
の

水
衝

部
に

お
け

る
侵

食
や

洗
掘

な
ど

、
越

水
以

外
に

も
水

害
リ

ス
ク

が

高
い
箇
所
が
存
在
す
る
。
 

４
）

洪
水

浸
水

想
定

区
域

内
に

は
、

小
矢

部
市

や
高

岡
市

の
人

口
が

集
中

す
る

市
街

地
や

大

型
商
業
施
設
及
び
工
業
地
帯
等
が
集
積
し
て
い
る
。
 

５
）

ま
た

、
上

記
の

社
会

特
性

に
加

え
、

国
道

8
号

、
1
56

号
な

ど
の

主
要

幹
線

道
路

、
緊

急

輸
送

道
路

や
鉄

道
な

ど
が

短
時

間
で

浸
水

し
、

社
会

経
済

が
大

き
な

打
撃

を
受

け
る

お
そ

れ
が
あ
る
。
 

こ
の

よ
う

な
課

題
に

対
し

、
本

協
議

会
に

お
い

て
は

、
『

庄
川

扇
状

地
扇

端
付

近
に

沿
っ

て
流

下
し

、
高

岡
・

小
矢

部
市

街
地

が
形

成
さ

れ
大

型
商

業
施

設
お

よ
び

工
業

地
帯

等
が

立

地
し

て
い

る
地

形
・

社
会

特
性

を
踏

ま
え

、
小

矢
部

川
で

の
大

規
模

水
害

に
対

し
、

「
川

や

市
街

地
を

流
れ

る
洪

水
の

理
解

と
そ

れ
に

よ
る

迅
速

か
つ

確
実

な
避

難
」

「
社

会
経

済
被

害

の
最

小
化

」
を

目
指

す
』

こ
と

を
目

標
と

定
め

、
令

和
7
年

度
ま

で
に

各
構

成
員

が
連

携
し

て

取
り

組
み

、
避

難
・

水
防

対
策

を
重

点
し

た
「

ソ
フ

ト
対

策
」

を
推

進
す

る
こ

と
と

し
て

、

小
矢

部
川

の
減

災
に

関
わ

る
地

域
の

取
組

方
針

（
以

下
「

取
組

方
針

」
と

い
う

。
）

を
と

り

ま
と
め
た
。
 

今
後

、
本

協
議

会
の

各
構

成
員

は
、

取
組

方
針

に
基

づ
き

連
携

し
て

減
災

対
策

に
取

り
組

み
、

毎
年

出
水

期
前

に
本

協
議

会
を

開
催

し
、

進
捗

状
況

を
定

期
的

に
確

認
す

る
な

ど
フ

ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

4 

２
．
本
協
議
会
の
構
成
員
 

本
協
議
会
の
参
加
機
関
及
び
構
成
員
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

参
加
機
関
 

構
成
員
 

富
山
市
 

高
岡
市
 

立
山
町
 

舟
橋
村
 

射
水
市
 

砺
波
市
 

小
矢
部
市
 

南
砺
市
 

滑
川
市
 

上
市
町
 

富
山
県
 
土
木
部
 
河
川
課
 

富
山
県
 
土
木
部
 
砂
防
課
 

富
山
県
 
富
山
土
木
セ
ン
タ
ー
 

富
山
県
 
富
山
土
木
セ
ン
タ
ー
 
立
山
土
木
事
務
所
 

富
山
県
 
高
岡
土
木
セ
ン
タ
ー
 

富
山
県
 
高
岡
土
木
セ
ン
タ
ー
 
小
矢
部
土
木
事
務
所
 

富
山
県
 
砺
波
土
木
セ
ン
タ
ー
 

 
富
山
地
方
気
象
台
 

 
北
陸
地
方
整
備
局
 
富
山
河
川
国
道
事
務
所
 

＜
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
＞
 

 
西
日
本
旅
客
鉄
道
（
株
）
金
沢
支
社
 

 
あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
（
株
）
 

 
富
山
地
方
鉄
道
（
株
）
 

 
万
葉
線
（
株
）
 

 
北
陸
電
力
（
株
）

再
生

可
能

エ
ネ

ル
ギ

ー
部

 
水

力
土

木
チ

ー
ム
 

 
関
西
電
力
（
株
）
水
力
事
業
本
部
 
庄
川
水
力
セ
ン
タ
ー
 

 
電
源
開
発
（
株
）
中
部
支
店
 

 
国
土
地
理
院
 
北
陸
地
方
測
量
部
 

 
北
陸
地
方
整
備
局
 
立
山
砂
防
事
務
所
 

 
北
陸
地
方
整
備
局
 
神
通
川
水
系
砂
防
事
務
所
 

 
北
陸
地
方
整
備
局
 
利
賀
ダ
ム
工
事
事
務
所
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

町
 
 
長
 

村
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

市
 
 
長
 

町
 
 
長
 

課
 
 
長
 

課
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

所
 
 
長
 

気
象
台
長
 

所
 
 
長
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5 

３
．
小
矢
部
川
の
概
要
と
主
な
課
題
 

（
１
）
流
域
・
地
形
の
特
徴

①
流
域
の
特
性

小
矢

部
川

は
富

山
県

西
部

に
位

置
し

、
そ

の
源

を
富

山
・

石
川

県
境

の
大

門
山

（
標

高

1
,5
7
2m
）

に
発

し
、

富
山

・
石

川
両

県
境

に
沿

っ
て

北
流

し
、

砺
波

平
野

を
出

て
、

南
砺

市
に

お
い

て
山
田

川
を

合
わ

せ
た

の
ち

小
矢

部
市

に
入

り
、

渋
江

川
、

小
撫

川
を

、
高

岡
市

に
お

い

て
祖

父
川

、
千

保
川

等
を

合
わ

せ
て

日
本

海
に

注
ぐ

、
幹

川
流

路
延

長
68
km

、
流

域
面

積

6
6
7
k
m
2
の
一
級
河
川
で
あ
る
。
 

流
域

は
富

山
、

石
川

両
県

の
6
市

か
ら

な
り

、
能

登
半

島
国

定
公

園
、

医
王

山
県

立
自

然
公

園
、

桜
ヶ

池
県

定
公

園
、

稲
葉

山
・

宮
島

峡
県

定
公
園

な
ど

豊
か

な
自

然
を

有
す

る
と

と
も

に
、

小
矢

部
川
の

水
質

は
良

好
で

、
地

下
水

と
合

わ
せ

て
砺

波
平

野
及

び
射

水
平

野
の

農
業

用
水

、

水
道

用
水
、

工
業

用
水

等
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

小
矢

部
川

流
域

内
に

は
、

北
陸

新
幹

線
、

あ

い
の

風
と
や

ま
鉄

道
、

北
陸

自
動

車
道

、
東

海
北

陸
自

動
車

道
、

能
越

自
動

車
道

、
一

般
国

道

8
号

、
15
6
号

等
の

基
幹

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

が
形

成
さ

れ
、

さ
ら

に
河

口
部

に
は

国
際

拠
点

港

湾
伏
木
富
山
港
（
伏
木
地
区
）
が
あ
る
な
ど
交
通
の
要
衝
と
な
っ
て
い
る
。
 

②
洪
水
・
氾
濫
の
特
性

下
流

部
の

大
半

が
平

野
部

を
流

れ
る

た
め

、
下

流
部

の
河

床
勾

配
は

約
1
/
1
,
0
0
0
と

富
山

県

内
で

は
比
較

的
緩

や
か

で
あ

る
。

ま
た

、
左

岸
側

は
山

地
が

迫
っ

て
お

り
、

右
岸

側
は

庄
川

扇

状
地
の
末
端
に
位
置
す
る
た
め
氾
濫
流
は
拡
散
せ
ず
、
流
下
型
の
氾
濫
形
態
で
あ
る
。
 

流
域

の
気

候
は

、
冬

期
に

お
け

る
寒

冷
積

雪
と

夏
期

の
高

温
多

湿
を

特
徴

と
し

た
四

季
の

変

化
が

は
っ

き
り

し
た

日
本

海
型

気
候

で
あ

り
、

年
間
降

水
量

は
上

流
域

に
向

か
っ

て
多

く
な

り
、

平
野

部
で

約
2
,0
0
0m

m
、

山
間

部
で

約
2
,6
0
0m

m
を

超
え

る
。

ま
た

、
小

矢
部

川
流

域
は

、
梅

雨
、

台
風

、
冬
期

の
降

雪
と

年
間

を
通

じ
て

降
水

量
が

多
く

、
過

去
か

ら
幾

度
と

な
く

台
風

や
梅

雨

前
線
に
よ
る
洪
水
被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
 

小
矢

部
川

は
、

平
野

部
を

河
道

が
大

き
く

蛇
行

し
な

が
ら

流
下

す
る

た
め

、
水

衝
部

で
は

侵

食
や

洗
掘
な

ど
堤

防
が

被
災

し
や

す
い

特
性

を
有

し
て

い
る

。
加

え
て

、
湾

曲
部

の
流

速
差

に

よ
り

粘
性
土

が
た

ま
り

や
す

く
、

旧
河

道
上

に
築

堤
さ

れ
て

い
る

箇
所

が
多

い
こ

と
か

ら
、

浸

透
破
壊
が
発
生
し
や
す
い
区
間
が
多
い
見
ら
れ
る
。
 

ま
た

、
河

口
部

は
河

口
か

ら
城

光
寺

橋
区

間
（

0
.0

k
～

2
.6

k
）

が
港

湾
区

域
に

指
定

さ
れ

て

お
り
、
堤
防
が
未
整
備
で
あ
る
た
め
、
洪
水
等
に
よ
る
浸
水
の
お
そ
れ
が
あ
る
。
 

沿
川

及
び

氾
濫

域
に

は
、

住
居

や
大

型
商

業
施

設
お

よ
び

下
流

域
は

新
産

業
都

市
に

指
定

さ

れ
、

一
大
工

業
地

帯
と

し
て

発
展

し
て

お
り

、
氾

濫
流

が
到

達
す

る
前

に
安

全
な

場
所

に
避

難

す
る
必
要
が
あ
る
。
 

北
陸

新
幹

線
、

J
R
高

山
線

、
あ

い
の

風
と

や
ま

鉄
道

、
北

陸
自

動
車

道
、

一
般

国
道

８
号

、

1
56

号
及

び
特

定
重

要
港

湾
の

伏
木

富
山

港
（

伏
木

地
区

）
な

ど
が

整
備

さ
れ

交
通

の
要

衝
と

な
っ

て
お
り

、
ひ

と
た

び
氾

濫
が

発
生

す
れ

ば
、

交
通

機
関

に
甚

大
な

被
害

が
お

よ
ぶ

恐
れ

が

あ
る
。
 

6 

（
２
）
過
去
の
被
害
状
況
と
河
川
改
修
の
状
況

①
過
去
の
被
害

昭
和

28
年

9
月

の
台

風
第

13
号

に
よ

る
洪

水
で

は
、

雨
量

は
山

間
部

で
2
0
0
m
m
～

30
0
m
m
以

上

に
達

し
、

河
川

の
増

水
に

よ
り

左
右

岸
数

カ
所

で
堤

防
が

決
壊

、
全

壊
家

屋
1
戸

、
半

壊
家

屋

46
戸

、
流

失
家

屋
5
戸

、
一

部
破

壊
17
2
戸

、
床

上
・

床
下

家
屋

9,
00
0
戸

以
上

な
ど

、
甚

大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
。
 

平
成

1
0
年

9
月

の
台

風
第

7
号

に
よ

る
洪

水
で

、
渋

江
川

上
流

の
砂

子
谷

雨
量

観
測

所
で

は
3

時
間

で
1
41
m
m
を

記
録

し
、

ま
た

、
小

撫
川

上
流

の
渕

ヶ
谷

雨
量

観
測

所
で

も
1
11
m
m
を

記
録

す

る
な

ど
、
短

時
間

に
記

録
的

な
豪

雨
を

記
録

し
た

。
下

流
部

の
長

江
地

点
で

は
観

測
史

上
最

大

流
量

1
,
6
0
0
m
3 /
s
を

記
録

し
、

こ
の

洪
水

に
よ

り
、

半
壊

家
屋

１
戸

、
床

上
浸

水
5
2
戸

、
床

下

浸
水
6
7
4
戸
の
被
害
が
発
生
し
た
。
 

近
年

で
は

、
平

成
20

年
7
月

の
梅

雨
前

線
に

よ
る

集
中

豪
雨

に
よ

り
、

津
沢

上
流

域
で

1
時

間

に
7
0m
m
以

上
の

流
域

平
均

雨
量

を
記

録
し

、
津

沢
地

点
で

は
観

測
史

上
最

大
流

量
1
,5
1
0m

3 /
s

を
記

録
し

た
。

こ
の

洪
水

に
よ

り
、

全
壊

家
屋

1
戸

、
半

壊
家

屋
2
戸

、
床

上
浸

水
92

戸
、

床
下

浸
水
2
7
3
戸
の
被
害
が
発
生
し
た
。
 

②
河
川
改
修
の
状
況

平
成

2
7
年

3
月

に
策

定
し

た
「

小
矢

部
川

水
系

河
川

整
備

計
画

（
大

臣
管

理
区

間
）

」
で

は
、

洪
水

等
に
よ

る
災

害
の

発
生

の
防

止
又

は
軽

減
に

関
す

る
目

標
と

し
て

、
「

上
下

流
及

び
本

支

川
の

治
水
安

全
度

バ
ラ

ン
ス

を
確

保
し

つ
つ

、
段

階
的

か
つ

着
実

に
河

川
整

備
を

実
施

し
、

洪

水
に
よ
る
災
害
の
発
生
を
防
止
又
は
軽
減
を
図
る
こ
と
」
と
し
て
い
る
。
 

現
状

で
は

、
堤

防
の

整
備

や
支

川
合

流
点

処
理

な
ど

整
備

を
進

め
て

き
て

い
る

も
の

の
、

堤

防
高

や
幅
が

不
足

し
て

い
る

区
間

が
解

消
さ

れ
て

お
ら

ず
、

計
画

規
模

降
雨

に
伴

う
洪

水
に

対

し
安

全
に
流

下
で

き
る

状
態

に
は

な
っ

て
い

な
い

。
ま

た
、

す
べ

り
破

壊
、

浸
透

破
壊

に
対

す

る
安

全
性
が

確
保

さ
れ

な
い

箇
所

が
存

在
し

て
お

り
、

浸
透

等
に

よ
り

堤
防

が
決

壊
す

る
お

そ

れ
が
あ
る
。
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7 

小
矢
部
川
で
の
主
な
課
題
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

１
）

小
矢

部
川

は
庄

川
に

よ
っ

て
形

成
さ

れ
た

扇
状

地
の

西
側

扇
端

付
近

に
沿

っ
て

蛇
行

し

な
が

ら
流

下
し

て
お

り
、

湾
曲

部
の

流
速

差
に

よ
り

粘
性

土
が

た
ま

り
や

す
く

、
現

況
堤

防
が

旧
河

道
上

に
築

堤
さ

れ
て

い
る

箇
所

が
多

い
こ

と
か

ら
、

浸
透

等
に

よ
り

堤
防

が
決

壊
す
る
危
険
が
あ
る
。
 

２
）

小
矢

部
川

で
は

短
時

間
降

雨
に

伴
い

家
屋

等
の

浸
水

被
害

が
発

生
し

た
実

績
が

あ
り

、

急
激
に
水
位
が
上
昇
す
る
。
 

３
）

湾
曲

部
な

ど
の

水
衝

部
に

お
け

る
侵

食
や

洗
掘

な
ど

、
越

水
以

外
に

も
水

害
リ

ス
ク

が

高
い
箇
所
が
存
在
す
る
。
 

４
）

洪
水

浸
水

想
定

区
域

内
に

は
、

小
矢

部
市

や
高

岡
市

の
人

口
が

集
中

す
る

市
街

地
や

大

型
商
業
施
設
及
び
工
業
地
帯
等
が
集
積
し
て
い
る
。
 

５
）

ま
た

、
上

記
の

社
会

特
性

に
加

え
、

国
道

8
号

、
1
56

号
な

ど
の

主
要

幹
線

道
路

、
緊

急

輸
送

道
路

や
鉄

道
な

ど
が

短
時

間
で

浸
水

し
、

社
会

経
済

が
大

き
な

打
撃

を
受

け
る

お
そ

れ
が
あ
る
。
 

■
取
組
の
方
向
性

今
後

、
気

候
変

動
に

よ
り

、
施

設
能

力
を

上
回

る
洪

水
の

発
生

頻
度

が
高

ま
る

こ
と

が
予

想

さ
れ

る
こ
と

を
踏

ま
え

る
と

、
こ

れ
ら

の
課

題
に

対
し

て
、

行
政

や
住

民
等

の
各

主
体

が
意

識

を
変

革
し
、

社
会

全
体

で
洪

水
氾

濫
に

備
え

る
必

要
が

あ
り

、
本

協
議

会
に

お
い

て
は

、
想

定

し
得

る
最

大
規

模
の

洪
水

に
対

し
「

川
や

市
街

地
を
流

れ
る

洪
水

の
理

解
と

そ
れ

に
よ

る
迅

速

か
つ

確
実
な

避
難

」
や

「
社

会
経

済
被

害
の

最
小

化
」

を
目

指
す

こ
と

と
し

て
、

主
に

以
下

の

取
組

を
行
う

も
の

と
す

る
。

な
お

、
ハ

ー
ド

対
策

は
令

和
３

年
４

月
よ

り
流

域
治

水
プ

ロ
ジ

ェ

ク
ト

協
議
会

へ
移

行
さ

れ
た

が
、

本
協

議
会

に
お

い
て

も
関

連
深

い
取

組
が

多
い

こ
と

か
ら

、

引
き
続
き
取
組
状
況
調
査
を
把
握
し
て
い
く
。
 

・
想

定
最
大

規
模

の
浸

水
想

定
区

域
図

を
作

成
・

公
表

し
、

隣
接

市
町

村
へ

の
避

難
が

有
効

な

地
区

に
お

い
て

は
、

施
設

計
画

規
模

の
外

力
に

対
す

る
広

域
避

難
計

画
を

作
成

し
、

ハ
ザ

ー

ド
マ

ッ
プ

に
反

映
、

各
関

係
機

関
が

参
画

し
た

「
庄

川
・

小
矢

部
川

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

検
討

専

門
部

会
」

に
お

け
る

河
川

の
特

性
等

を
踏

ま
え

た
大

規
模

水
害

時
の

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

の
策

定

な
ど

こ
の

よ
う

な
取

組
を

実
施

す
る

こ
と

に
よ

り
、

「
水

防
災

意
識

社
会

」
の

再
構

築
を

目
指

す

も
の
と
す
る
。
 

8 

４
．
現
状
の
取
組
状
況
 

小
矢

部
川

流
域

に
お

け
る

減
災

対
策

に
つ

い
て

、
各

構
成

員
で

現
状

を
確

認
し

課
題

を
抽

出
し
た
結
果
、
概
要
と
し
て
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

①
地
域
住
民
の
小
矢
部
川
特
有
の
洪
水
の
理
解
に
関
す
る
事
項

※
○
：
現
状
、
●
：
課
題
（
以
下
同
様
）

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

小
矢
部
川
特
有
の
洪
水
 

の
理
解
 

○
平

成
10

年
9
月

洪
水

及
び

平
成

20
年

7
月

洪
水

に
よ

り
観

測

史
上

最
大

流
量

を
記

録
し

て
い

る
が

、
国

管
理

区
間

に
お

い
て

氾
濫

流
に

よ
る

浸
水

被
害

は
ほ

と
ん

ど
無

く
、

ま

た
、
近
年
は
氾
濫
被
害
が
発
生
し
て
い
な
い
。

●
治

水
事

業
の

進
展

等
に

よ
る

被
害

発
生

頻
度

の
減

少
に

よ
り

、
地

域
住

民
の

防
災

意
識

が
低

い
状

況

で
あ
る
。

A

●
過

去
に

洪
水

や
氾

濫
被

害
を

経
験

し
て

い
る

人
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
。

B 
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9 

②
情
報
伝
達
、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

洪
水
時
に
お
け
る
河
川
 

管
理
者
か
ら
の
情
報
 

提
供
等
の
内
容
及
び
 

タ
イ
ミ
ン
グ

○
小

矢
部

川
（

国
管

理
区

間
）

に
お

い
て

、
河

川
整

備
基

本

方
針

に
基

づ
く

計
画

規
模

の
外

力
に

よ
る

浸
水

想
定

区
域

図
を
富
山
河
川
国
道
事
務
所
の
HP
等
で
公
表
し
て
い
る
。

○
小

矢
部

川
（

県
管

理
区

間
）

、
千

保
川

、
祖

父
川

、
岸

渡

川
、

子
撫

川
、

横
江

宮
川

、
渋

江
川

、
山

田
川

、
旅

川
に

お
い

て
計

画
規

模
の

外
力

に
よ

る
浸

水
想

定
区

域
図

を
H
P

等
で
公
表
し
て
い
る
。

○
避

難
指

示
の

発
令

判
断

の
目

安
と

な
る

氾
濫

危
険

情
報

の

発
表

等
の

洪
水

予
報

を
富

山
河

川
国

道
事

務
所

と
気

象
台

の
共
同
で
実
施
し
て
い
る
。

○
富

山
県

管
理

区
間

（
渋

江
川

、
子

撫
川

等
）

で
は

、
水

位

到
達
情
報
の
提
供
に
よ
り
水
位
周
知
を
実
施
し
て
い
る
。

○
災

害
発

生
の

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

は
、

富
山

河
川

国
道

事

務
所

長
か

ら
沿

川
自

治
体

の
首

長
に

情
報

伝
達

（
ホ

ッ
ト

ラ
イ
ン
）
を
実
施
し
て
い
る
。

●
浸

水
想

定
区

域
図

等
が

洪
水

に
対

す
る

リ
ス

ク
と

し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

●
中

小
河

川
に

お
け

る
水

害
危

険
性

の
周

知
促

進
が

求
め
ら
れ
る
。

C

※
D
は
、
1
期
に
削
除
さ
れ
た

N
o
旧

3
2
の

み
の
該
当
で
あ
っ
た
た
め
欠
番

10
 

②
情
報
伝
達
、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

避
難
指
示
等
の
発
令
基
準
 

○
地

域
防

災
計

画
に

具
体

的
な

避
難

勧
告

の
発

令
基

準
や

対

象
地

域
を

明
記

し
て

い
る

。
（

国
の

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

（
案
）
に
基
づ
く
見
直
し
済
）

○
小

矢
部

川
本

川
（

国
管

理
区

間
）

に
お

け
る

避
難

勧
告

等

の
発

令
に

着
目

し
た

防
災

行
動

計
画

（
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
）

を
作
成
し
て
い
る
。

●
避

難
指

示
等

の
発

令
に

着
目

し
た

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

が
実

態
に

合
っ

た
も

の
に

な
っ

て
い

る
か

が
懸

念

さ
れ
る
。

●
警
戒
避
難
体
制
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

E 

避
難
場
所
・
避
難
経
路
 

○
避

難
場

所
と

し
て

、
公

共
施

設
を

指
定

し
、

計
画

規
模

の

洪
水

に
対

す
る

水
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

で
周

知
し

て
い

る
。

●
大

規
模

氾
濫

に
よ

る
避

難
者

数
の

増
加

や
避

難
場

所
、

避
難

経
路

が
浸

水
や

土
砂

災
害

が
発

生
す

る

場
合

に
は

、
住

民
の

避
難

が
適

切
に

行
え

な
い

こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。

F 

●
大

規
模

氾
濫

に
よ

る
避

難
場

所
周

辺
の

浸
水

継
続

時
間

が
長

期
に

渡
る

場
合

に
は

、
住

民
等

が
長

期

に
わ
た
り
孤
立
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

G 

●
避

難
に

関
す

る
情

報
は

水
害

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
等

で
周

知
し

て
い

る
が

、
住

民
等

に
十

分
に

認
知

さ

れ
て
い
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。

H 
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11
 

②
情
報
伝
達
、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

住
民
等
へ
の
情
報
伝
達
 

の
体
制
や
方
法
 

○
防

災
行

政
無

線
に

よ
る

サ
イ

レ
ン

吹
鳴

及
び

避
難

指
示

等

の
放

送
、

災
害

情
報

や
緊

急
速

報
の

メ
ー

ル
配

信
、

Ｓ
Ｎ

Ｓ
、

緊
急

告
知

Ｆ
Ｍ

ラ
ジ

オ
、

広
報

車
に

よ
る

周
知

、
報

道
機
関
へ
の
情
報
提
供
等
を
実
施
し
て
い
る
。

○
河

川
管

理
者

、
ダ

ム
管

理
者

等
か

ら
WE
B等

を
通

じ
た

河
川

水
位

、
ダ

ム
放

流
、

ラ
イ

ブ
映

像
情

報
な

ど
を

住
民

等
に

情
報
提
供
し
て
い
る
。

○
平

成
2
8
年

８
月

に
富

山
県

総
合

防
災

シ
ス

テ
ム

を
更

新

し
、

Ｌ
ア

ラ
ー

ト
等

を
活

用
し

て
報

道
機

関
と

連
携

し
た

住
民

等
へ

の
情

報
提

供
（

災
害

対
策

本
部

設
置

、
避

難
指

示
、
被
害
情
報
等
）
を
開
始
し
た
。

●
大

雨
・

暴
風

に
よ

り
防

災
行

政
無

線
が

聞
き

取
り

に

く
い

状
況

や
浸

水
に

よ
る

停
電

に
よ

り
情

報
発

信
で

き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。

I 

●
W
EB

等
に

よ
り

各
種

情
報

を
提

供
し

て
い

る
が

、
住

民
自

ら
が

情
報

を
入

手
す

る
ま

で
に

至
っ

て
い

な
い

懸
念
が
あ
る
。

J 

●
災

害
時

に
国

・
県

・
市

に
お

い
て

W
EB

や
メ

ー
ル

配

信
に

よ
る

情
報

発
信

を
行

っ
て

い
る

が
、

一
部

の
利

用
に

と
ど

ま
っ

て
い

る
た

め
、

広
く

周
知

・
啓

発
を

行
い
、
利
用
者
の
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た

、
大

規
模

工
場

等
が

被
害

を
受

け
た

場
合

、
社

会
的
影
響
が
大
き
い
懸
念
が
あ
る
。

K 

●
住

民
の

避
難

行
動

の
判

断
に

必
要

な
氾

濫
原

を
共

有

す
る

他
水

系
の

防
災

情
報

や
切

迫
が

伝
わ

る
ラ

イ
ブ

映
像
等
が
提
供
で
き
て
い
な
い
懸
念
が
あ
る
。

L 

●
水

害
・

土
砂

災
害

関
連

の
記

者
発

表
内

容
や

情
報

提

供
サ

イ
ト

等
に

つ
い

て
、

内
容

や
用

語
の

分
か

り
や

す
さ
に
懸
念
が
あ
る
。

L
1
 

●
住

民
の

避
難

行
動

（
水

害
・

土
砂

災
害

）
の

た
め

の

ト
リ

ガ
ー

と
な

る
情

報
が

明
確

に
な

っ
て

い
な

い
懸

念
が
あ
る
。

L
2
 

12
 

②
情
報
伝
達
、
避
難
計
画
等
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

避
難
誘
導
体
制
 

○
避

難
誘

導
は

、
警

察
、

消
防

機
関

、
自

主
防

災
組

織
、

水

防
団
員
（
消
防
団
員
）
と
協
力
し
て
実
施
し
て
い
る
。

●
災

害
時

の
具

体
的

な
避

難
支

援
や

避
難

誘
導

体
制

が

確
立

さ
れ

て
い

な
い

た
め

、
特

に
要

配
慮

者
等

の
迅

速
な
避
難
が
確
保
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。

M 

③
水
防
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

河
川
水
位
等
に
係
る
 

情
報
提
供
 

○
国

土
交

通
省

、
富

山
県

が
基

準
観

測
所

の
水

位
に

よ
り

水

防
警

報
を

発
表

し
て

い
る

。
水

防
団

員
へ

Ｆ
Ａ

Ｘ
等

に
よ

り
情
報
提
供
し
て
い
る
。

○
災

害
発

生
の

お
そ

れ
が

あ
る

場
合

は
、

富
山

河
川

国
道

事

務
所

長
か

ら
沿

川
自

治
体

の
首

長
に

情
報

伝
達

（
ホ

ッ
ト

ラ
イ
ン
）
を
し
て
い
る
。

●
小

矢
部

川
で

は
、

現
況

堤
防

が
旧

河
道

上
に

築
堤

さ
れ

て
い

る
箇

所
が

多
い

こ
と

か
ら

、
適

切
に

水

防
活

動
を

実
施

す
べ

き
箇

所
を

特
定

し
、

共
有

す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

N 

●
水

防
活

動
に

時
間

を
要

す
る

現
地

の
特

性
等

も
踏

ま
え

た
、

迅
速

か
つ

適
切

な
水

防
活

動
に

懸
念

が

あ
る
。

O 
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③
水
防
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

河
川
の
巡
視
区
間
 

○
出

水
期

前
に

、
自

治
体

、
水

防
団

等
と

重
要

水
防

箇
所

の

合
同

巡
視

を
実

施
し

て
い

る
。

ま
た

、
出

水
時

に
は

、
水

防
団

等
と

河
川

管
理

者
が

そ
れ

ぞ
れ

河
川

巡
視

を
実

施
し

て
い
る
。

○
地

域
防

災
計

画
に

よ
り

、
浸

水
被

害
が

予
想

さ
れ

る
箇

所

を
巡
回
し
、
現
状
把
握
に
努
め
て
い
る
。

●
河

川
巡

視
等

で
得

ら
れ

た
情

報
に

つ
い

て
、

水
防

団
等

と
河

川
管

理
者

で
共

有
が

不
十

分
で

あ
り

、

適
切
な
水
防
活
動
に
懸
念
が
あ
る
。

P 

●
水

防
団

員
が

減
少

・
高

齢
化

等
し

て
い

る
中

で
そ

れ
ぞ

れ
の

受
け

持
ち

区
間

全
て

を
回

り
き

れ
な

い

こ
と
や
、
定
時
巡
回
が
で
き
な
い
状
況
に
あ
る
。

Q 

●
水

防
活

動
を

担
う

水
防

団
員

（
消

防
団

員
）

は
、

水
防

活
動

に
関

す
る

専
門

的
な

知
見

等
を

習
得

す

る
機

会
が

少
な

く
、

的
確

な
水

防
活

動
が

で
き

な

い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

R 

水
防
資
機
材
の
整
備
状
況
 

○
各

機
関

の
水

防
倉

庫
等

に
水

防
資

機
材

を
備

蓄
し

て
い

る
。

●
水

防
資

機
材

の
不

足
、

劣
化

状
況

の
確

認
、

各
機

関
の

備
蓄

情
報

の
共

有
等

が
不

十
分

で
あ

り
、

適

切
な
水
防
活
動
に
懸
念
が
あ
る
。

●
水

防
団

員
の

高
齢

化
や

人
数

の
減

少
に

よ
り

従
来

の
水

防
工

法
で

は
迅

速
に

実
施

で
き

る
か

懸
念

が

あ
る
。

S 

●
鬼

怒
川

で
の

堤
防

決
壊

箇
所

の
復

旧
内

容
を

踏
ま

え
、

小
矢

部
川

で
の

堤
防

決
壊

時
の

資
機

材
に

つ

い
て

、
配

備
箇

所
の

見
直

し
を

含
め

た
再

確
認

が

必
要
で
あ
る
。

T 

14
 

④
氾
濫
水
の
排
水
、
施
設
運
用
等
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

排
水
施
設
、
排
水
 

資
機
材
の
操
作
・
運
用
 

○
排

水
ポ

ン
プ

車
や

照
明

車
等

の
災

害
対

策
車

両
・

機
器

に

お
い

て
平

常
時

か
ら

定
期

的
な

保
守

点
検

を
行

う
と

と
も

に
、

機
械

を
扱

う
職

員
等

へ
の

訓
練

・
教

育
も

実
施

し
、

災
害
発
生
に
よ
る
出
動
体
制
を
確
保
し
て
い
る
。

○
樋

門
・

陸
閘

の
操

作
点

検
を

出
水

期
前

に
実

施
し

て
い

る
。

○
雨

水
ポ

ン
プ

場
等

に
よ

る
排

水
活

動
及

び
ポ

ン
プ

委
託

に

よ
る
内
水
排
除
対
策
を
実
施
し
て
い
る
。

●
排

水
す

べ
き

水
の

ボ
リ

ュ
ー

ム
が

大
き

く
、

現
状

の
施

設
配

置
計

画
で

は
、

今
後

想
定

さ
れ

る
大

規

模
浸

水
に

対
す

る
社

会
経

済
機

能
の

早
期

回
復

に

向
け
た
対
応
を
行
え
な
い
懸
念
が
あ
る
。

U 

●
現

状
に

お
い

て
社

会
経

済
機

能
の

早
期

回
復

の
た

め
に

有
効

な
排

水
計

画
が

な
い

た
め

、
既

存
の

排

水
施

設
、

排
水

系
統

も
考

慮
し

つ
つ

排
水

計
画

を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

V 

既
存
ダ
ム
に
お
け
る
 

洪
水
調
節
の
現
状
 

○
洪

水
調

節
機

能
を

有
す

る
城

端
ダ

ム
、

子
撫

川
ダ

ム
等

で

洪
水

を
貯

留
す

る
こ

と
に

よ
り

、
下

流
域

の
被

害
を

軽
減

さ
せ
て
い
る
。

⑤
河
川
管
理
施
設
の
整
備
に
関
す
る
事
項

項
 
目
 

現
状
○
と
課
題
●
 

堤
防
等
河
川
管
理
施
設
 

の
現
状
の
整
備
状
況
 

及
び
今
後
の
整
備
内
容
 

○
堤

防
の

漏
水

な
ど

越
水

以
外

に
も

洪
水

に
対

す
る

リ
ス

ク

が
高
い
箇
所
に
つ
い
て
、
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。

●
堤

防
の

漏
水

な
ど

越
水

以
外

に
も

洪
水

や
土

砂
・

洪
水

氾
濫

に
対

す
る

リ
ス

ク
が

高
い

箇
所

が
存

在

し
て
い
る
。

W 

●
今

後
、

気
候

変
動

に
よ

り
、

施
設

能
力

を
上

回
る

洪
水

の
発

生
頻

度
が

高
ま

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る

な
か
で
、
被
害
の
軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

X 
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５
．
減
災
の
た
め
の
目
標
 

小
矢

部
川

特
有

の
洪

水
の

理
解

や
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

、
水

防
活

動
等

を
実

施
す

る
た

め
、

各
構

成
員

が
連

携
し

て
令
和

7
年
度

ま
で

に
達

成
す

べ
き

減
災

目
標

を
以

下
の

と
お

り
と

す
る

。
 

【令
和
７
年
度
ま
で
に

達
成

す
べ

き
目

標
】
 

庄
川

扇
状

地
扇

端
付

近
に

沿
っ

て
流

下
し

、
沿

川
に

高
岡

・
小

矢
部

市
街

地
が

形
成

さ
れ

大
型

商
業

施
設

お
よ

び
工

業
地

帯
等

が
立

地
し

て
い

る
地

形
・
社

会
特

性
を

踏
ま

え
、

小
矢

部
川

の
大

規
模

水
害

に
対

し
、

『
川

や
市

街

地
を

流
れ

る
洪

水
の

理
解

と
そ

れ
に

よ
る

迅
速

か
つ

確
実

な
避

難
』
『
社

会
経

済
被

害
の

最
小

化
』
を

目
標

と
す

る
。
 

※
大

規
模

水
害

・
・
・
・
・
想

定
し

得
る

最
大

規
模

降
雨

に
伴

う
洪

水
氾

濫
に

よ
る

被
害

。

※
川

を
流

れ
る

洪
水

・
・
・
・
・
水

位
が

急
激

に
上

昇
す

る
。

越
水

以
外

に
も

浸
透

等
に

よ
る

決
壊

の
お

そ
れ

が
あ

る
。

※
市

街
地

を
流

れ
る

洪
水

・
・
・
・
・
一

旦
堤

防
が

決
壊

す
る

と
勢

い
の

あ
る

水
が

短
時

間
で

市
街

地
に

広
が

る
。

※
迅

速
か

つ
確

実
な

避
難

・
・
・
・
・
歩

行
で

き
な

い
状

況
と

な
る

前
に

安
全

な
場

所
へ

の
避

難
。

※
社

会
経

済
被

害
の

最
小

化
・
・
・
・
・
大

規
模

水
害

に
よ

る
社

会
経

済
被

害
を

軽
減

し
、

早
期

に
経

済
活

動
を

再
開

で
き

る
状

態
。

上
記

目
標

の
達

成
に

向
け

、
小

矢
部

川
な

ど
に

お
い

て
、

河
川

管
理

者
が

実
施

す
る

堤
防

整
備

等
の

洪
水

を
安

全
に

流
す

対
策

に
加

え
、

以
下

の
取

り
組

み
を

実
施

す
る

。
 

①
小
矢
部
川
特
有
の
洪
水
現
象
に
つ
い
て
理
解
を
頂
く
た
め
の
周
知
・
理
解
促
進
の
取
り
組
み

②
小

矢
部

川
の

特
性

を
踏

ま
え

た
大

規
模

水
害

に
お

け
る

避
難

行
動

の
た

め
の

取
り

組
み

③
洪

水
氾

濫
に

よ
る

被
害

軽
減

や
避

難
時

間
確

保
の

た
め

の
水

防
活

動
等

の
取

り
組

み

16
 

６
．
令
和

7
年
度
ま
で
に
実
施
す
る
取
組
（
2
期
）
 

氾
濫

が
発

生
す

る
こ

と
を

前
提

と
し

て
、

社
会

全
体

で
、

総
力

戦
で

挑
む

防
災

・
減

災
プ

ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
た
め
、
各
構
成
員
が
取
り
組
む
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
 

-41-
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2
期
 

項
目
N
o
.
 
減
災
の
た
め
の
取
組
項
目
 

課
題
の
対
応
 

取
組
機
関
 

１
洪
水
予
測
や
水
位
情
報
の

情
報
強
化
 

Ｉ
，
Ｌ
１
,Ｌ

２
 

北
陸
地
整
、
気
象
台
、
富
山

県
、
射
水
市
、
南
砺
市
 

２
水
防
活
動
の
啓
発
 

Ｎ
，

Ｏ
，

Ｐ
，

Ｑ
，

Ｒ
，

Ｓ
 

北
陸
地
整
、
気
象
台
、
富
山

県
、
高
岡
市
、
射
水
市
、
砺

波
市
、
小
矢
部
市
、
南
砺
市

３
水
害
リ
ス
ク
共
有
 

Ｃ
，

Ｅ
，

Ｆ
，

Ｇ
，

Ｈ
，

Ｉ
，

Ｊ
，

Ｋ
，

Ｌ
，

Ｌ
１

，
Ｌ
２
,
Ｍ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
高
岡

市
、
射
水
市
、
砺
波
市
、
小

矢
部
市
、
南
砺
市

４
排
水
体
制
の
促
進
 

Ｕ
，
Ｖ
，
Ｘ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
高
岡

市
、
射
水
市
、
小
矢
部
市

５
ダ
ム
等
の
洪
水
調
節
機
能

の
向
上
・
確
保
 

Ｗ
,
Ｘ
 

北
陸
地
整
、
気
象
台
、
富
山

県
、
射
水
市

６
避
難
対
策
 

Ｅ
,
Ｆ
，
Ｇ
，
Ｈ
，
Ｍ
 

北
陸
地
整
、
気
象
台
、
富
山

県
、
高
岡
市
、
射
水
市
、
砺

波
市
、
小
矢
部
市
、
南
砺
市

７
水
防
災
教
育
の
啓
発
 

Ａ
，
Ｂ
，
Ｃ
，
Ｊ
 

北
陸
地
整
、
気
象
台
、
富
山

県
、
高
岡
市
、
射
水
市
、
砺

波
市
、
小
矢
部
市
、
南
砺
市

８
要
配
慮
者
支
援
 

Ｍ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
高
岡

市
、
射
水
市
、
砺
波
市
、
小

矢
部
市
、
南
砺
市

９
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
活
用
促

進
 

Ｅ
，
Ｍ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
高
岡

市
、
射
水
市
、
砺
波
市
、
小

矢
部
市
、
南
砺
市

1
0

広
域
避
難
計
画
の
策
定
及

び
支
援
 

Ｅ
，
Ｆ
，
Ｇ
，
Ｈ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
高
岡

市
、
射
水
市
、
砺
波
市
、
小

矢
部
市
、
南
砺
市

1
1

洪
水
を
安
全
に
流
す
た
め

の
ハ
ー
ド
対
策
の
推
進
 

Ｗ
，
Ｘ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県

1
2

水
防
資
機
材
の
検
討
及
び

配
置
 

Ｌ
，
Ｎ
，
Ｏ
，
Ｐ
，
Ｒ
，

Ｔ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
高
岡

市
、
射
水
市
、
砺
波
市
、
小

矢
部
市
、
南
砺
市

18
 

2
期
 

項
目
N
o
.
 
減
災
の
た
め
の
取
組
項
目
 

課
題
の
対
応
 

取
組
機
関
 

1
3

流
木
や
土
砂
の
影
響
へ
の

対
策
 

Ｗ
 

富
山
県

1
4

災
害
時
の
拠
点
施
設
に
対

す
る
対
策
 

Ｆ
，
Ｇ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
高
岡

市
、
射
水
市
、
砺
波
市
、
小

矢
部
市
、
南
砺
市

1
5

民
間
企
業
の
水
害
対
策
 

Ｋ
 

北
陸
地
整
、
富
山
県
、
高
岡

市
、
射
水
市
、
砺
波
市
、
小

矢
部
市
、
南
砺
市

※
1
1
～
1
5
は
ハ
ー
ド
対
策
も
兼
ね
た
取
組
項
目
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７
．
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
 

各
機

関
の

取
組

内
容

に
つ

い
て

は
、

必
要

に
応

じ
て

、
防

災
業

務
計

画
や

地
域

防
災

計
画

、

河
川

整
備
計

画
等

に
反

映
す

る
こ

と
で

責
任

を
明

確
に

し
、

組
織

的
、

計
画

的
、

継
続

的
に

取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

原
則

、
本

協
議

会
を

毎
年

出
水

期
前

に
開

催
し

、
取

組
の

進
捗

状
況

を
確

認
し

、
必

要
に

応

じ
て

取
組
方

針
を

見
直

す
こ

と
と

す
る

。
ま

た
、

実
施

し
た

取
組

に
つ

い
て

も
訓

練
等

を
通

じ

て
習
熟
、
改
善
を
図
る
な
ど
、
継
続
的
な
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

小
矢

部
川

で
は

、
平

成
３

１
年

３
月

に
想

定
最

大
規

模
の

浸
水

想
定

区
域

図
が

公
表

さ
れ

た

こ
と

を
う
け

、
沿

川
自

治
体

（
高

岡
市

、
射

水
市

、
砺

波
市

、
小

矢
部

市
、

南
砺

市
）

に
お

い

て
洪

水
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

の
作

成
、

周
知

（
配

布
、

H
P

公
表

等
）

が
完

了
し

た
。

今
後

と
も

、

本
協

議
会
幹

事
会

等
の

場
を

活
用

し
、

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

活
用

を
推

進
し

て
い

く
も

の
と

す

る
。 ま

た
、

新
た

な
取

組
方

針
が

示
さ

れ
た

場
合

や
新

技
術

の
動

向
を

踏
ま

え
、

適
宜

、
取

組
方

針
を
見
直
す
こ
と
と
す
る
。
 

以
上
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